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先 年 來 筆者 等 は 栃 格 右 の XS 線 研 究 に 従事 し , 光 づ 本 邦 産 各種 本 樹 石 の 粉 
AK XN PRET tow L, CALE D COR PR OH LC HB AE GD Mia BE SP 
(end members) Oi AFI EMF BRO BAEC IC PERO ET (a 
AMO) toe Ha HCHS, COMI RAIA 
FEY), ARB ERE?) WO CERRO EEE) OD 4 


1) WPM TAO RIB: RAPPER BMS | BHR, 21, 33~35, 昭 14. 

2) TER AOR RIGA REM BOM SIU. AHR, 21, 123 ~125. 昭 14. 

3) WERT, ARRAN RU PARE > RRARATEN HIE ZR AUR B&O GER 
[WE PETE BAG A DRE FP IK HET STR, 21, 239~244, 1 14. 


本 2(2 a OT fo Ti RB 弧 ご 


CE RR 

FAR ABO, FO (LBRAOBALICIT 2M FI OBA LIC HET IE 
VEC LS OBE OWRSD S. HASEILBEIC ASE ICRU Le CHS 
Fh b PH CHSEM4HS Fleischer? の 結果 に 従 へ ば 其 格 子 恒 敷 は 
最大 値 を 興 へ る andradite (PYRE) 7> 12.045A, 最小 値 を 和 興 へ る 
Pyrope (MaKe) 2 11.440A ofc BME L, 本 碗 物 種類 の 相互 比較 に 
は 小 敷 串 下 2 位 の 値 に 相 堂 の 正確 度 を 必要 と し , と の 精 路 席 を 拓 ふ と 分 類 
上 に 満足 の 結果 が 得 ら れ な い ぃ 。 
、 最近 本 問題 に 開 し , 諸 種 の 計算 を 貫 行 中 3, 筆者 の 一 人 (S. KK.) は 格子 性 
敷 の 計算 に 最も 重要 で ある X Mw 7 OPE HHBRIC HET HEHE SCE 
HAE Sb OIE L_ bit ORE mR ICRC, EO PAIR IC HF, 約 四 
7 NC BO CBRE FTO FEM, HER LD GA IC AT SURES IC# 
つた 。 し か し 猫 一 居 精 密 な る 結果 を 得る 見 込み も 得 た が , TICLE HE 
置 に 吾 要 な る 改造 を 行 は な けれ ば な ら ぬ ね の で , 目下 の 情勢 で は それ が 困難 
で ある か ら , WORE -LOBET Sc LICHS, 

粉末 X PRESTO PLE HLRIC BAL CIR BEIC 8 AER ASHE ICH) し た も の 
BH PFO HUIS PAE GOA CUS & BED. 平均 倍 を 求め 
結論 を 得る に 至 つ た も の で ある 。 

Il # BA 法 

X RRB X 線 源 を ee AS ERS Hadding-Siegbahn #7) metal- -por- 
celain tube を 用 ひ , その 将 陰 極 に は X 線 波長 の 比較 的 長い 鐵 を 使 つ て 加 
折角 を 大 な らし め 精 密 な 測定 値 を 得る 様 に し た 。 カメ ヌメ ラ は 直 科 0.5mm 長 


1) ii A UE SEH: AIL A PRE AIC BEC | ETE, 20, 210~223, 1B 
13. 

2) Fleischer, M.: The relation betweea chemical composition and physical 
properties in the se group; Am. Min., 22, 751~759, 1937. 

3) ALTE OU AA HR Gt And FDS RIT AB BO Ee AE IC BLS. B EYE: 
470, 22, 37~41, WB 14. 

4) ARRAY : Di X MBO MIC RT; HOR, 5, 15~28, HB 6. 


線 3 Vis 8365 Hy ik Miiiding! 


さき 40MM DAIWA Vo be TS MRO ILM D4 rv 2 を 取付 ける 
MIOAEL 30.10mm 9% OX WAP, JEWS Me LE BAR OF 
OPER 7cm AABEIC L7eo HERR 1/1000mm 以下 の mB e L 
COMPETE Wy EMCO HNIC HEA IAR, KE 0.8mm 長 さ 約 1cm 
ONE (EO T TALE DAF OWMICIET, HICMEN hn ¢ 充分 centering 
を 精確 に し , fay BE GRE CORR RS PAM Le, BERR AS ERIC HLA 
7eENSik 35K. V,』 電 流 を 5mA と し , 試 料 に た に よ つ て その X MUHA y 
FICS OAS, 6 RATE 12 時 間 で フィ ルム を 現像 し た 。 
粉末 XRBRORE 従来 粉末 X Hees ode ROMEO IT RP SLIT HED HRCI 
RAMA LBA 5NZYOICIAKORMMBD 3, 
1 Bisetkto centering MARSEBICIEY 4 
2 BURICMAT S74 nr ADPPHRICE Aw 
3 URARHROK Sic k 2M 
4 EAR ROK SIC k SVM 
DS DAF, FANMARO MRA O BEC ES He Me 
6 カメラ 固 有 の 形 の 不良 に 基く も の 
7 | フイ ルム を カメ スラ に 取付 ける 際 に 生ずる 誤差 
略 折線 間 の 距離 を 測定 する 際 に 生ずる 誤差 
AIST be LD A DAR RSE HET 395, KIC OKI HE CHE 
さる 如き 注意 を 以 て 出來 得る 限り その 誤差 を 小 と する 様 努力 し , HO ZO 
RPDS Et ies tA i (C fri] PERE CH る 様 に 注意 を 重ね た 。 そ し て 計算 を 始め る 
BO, TALE VINA LF SHE MHC L ee 
を 得 ん と し た の で ある 。 
1 (di O PHO PREC LAER VELNAZLoCSotcnit 
eI centering を 不良 に し て 撮影 し Petit を 見 れ ば 明か で ある 。 筆 者 等 
の 目下 演 に 使用 中 の カメ ラ は 機械 的 に , 例 へ ば さ = オ メー ター に ょ つて 


centering を 確 冥 に する 方 法 が な い の で , 肉 眠 | 内 に 完全 と 認め られ る ろ る 所 


@ 


本 4(4 ) OB Oo Ym ie AR a4 


centering *#PKL, AMICK VCH EV RMSREER)OLOET SR 
RCTETR L CHER E FTO7c. 

2 現像 に 藻 因 する フイルム 伸縮 に よる 誤差 も 赤 相 営 大 で あつ て , WRIB 
後に 測定 し た Debye-Scherrer の 答 問 の 距離 (2 り と 敷 ヶ月 後に 測定 し た 
も の で は その 値 に 相 営 な 開き を 生ずる の は 止む を 得 な いと と で ある 。 今 回 
DAB OB BIC TIE OBL DIRS THT ZB UNE LHC HUR 
2 日 より 10 日 の 聞 に 行 ふ と と に 統一 し , その 期間 中 の 特別 に 温度 の 大 で な 
い ぃ 日 を 所 び 筆 者 の 中 の 二 人 に にょ り 交 互 に 三 回 の 測定 を 行 ひ み , そ の 平均 値 を 
以 て 計算 を 進め た 。 億 フィ ルム は 六 櫻 方 の レン トゲ ン 用 フイ ルム の み を 使 
i Wice 

8 HAH AOL CMa KSW 08mm RAK lem の も の を 作 
つた 。 富 験 誤差 を 最小 の も の と する に は こと の 太 さ を 出来 る 限り 微小 な も の 
と すれ ば よい の で ある が こと の 程度 以下 と する の は 困難 で ある 負 , BAEK 
さ を 一 様 に し 且つ 試料 粉末 を この 棒 の 中 心 部 に 集まる 様 注意 し , 出来 る だ 
iE < ln CHEEKS LOZ. 

4 ERAN OP RILISINALMIC LOCH AIC CHES TRC RO BEO MM 
粉 と し た 。 印 ち 粒 の 大 さ は 1/1000mm 以下 と し た の で あつ て , ct OFF BE 
で は 大 き な 誤 差 は 生じ な いも の と 壮 へ られ る 。 

5 光度 の 調節 に 就 て は 特別 の 装置 は 施さ な か つた が KX MB ORME 
wal Cham 24 の 測定 完了 迄 は 普通 10 ALA CHO CHIT SW ICH TC 
HERRERO MG FET OCH 2b, 今回 OMe HVE IC HL Clic 
ORD 5A SRELBBOWR ISI LBABILS, 

6 AX FHAOBOARIC L SREY BIC, RABBIS ZICH 
り 新 た に カメ ラ SMe BEL CLA L DRAB S ARF 3 (Ic IN~, 合計 
8 個 の 中 より 最も 良好 な る も の 3 個 を 提 び , こ の 3 個 の ヵ カメ ラ に より 同時 
に 同 試料 を 撮影 出來 る 様 に 此 置 し た 。 そ し て 次 に 述べ る 補正 曲線 も その 3 
個 の ヵ カメ ラ 各 々 に 就 て 作製 し て , ga。 の 計算 は その 3 個 の カ ヵ カメ ラナ リウ BX 


BS Pe) Ste RR 本 5(5) 


獲 立 に 行 つ て 其 の 結果 を 五 に 上 比較 し カメ ラ 固 有 の 性 質 よ り 生 ずる 誤差 を 避 
Wes 

YQ フラ マイ ルム は ぎざぎざ ム バン ドド に より カメ ぇ メラ に 取付 けろ の で ある が) 大 の 際 ラ 
4 Ls DBR TRIG TS S FERC ABET EOC RN Ee PREL THR 7e, HOPS 
MER DIA S RAPE RCIL LO FIC AFF ORSEL EF ZYABDIO TC, TO 
FER NOS DX FICHE AMO BERET, 補正 曲線 も 
COMFGOGAOLMEABLe, ME IMoOARAICLO7AAAICH 
紙 を つけ た 場合 と つけ な い 場 合 の 二 回 の 撮影 を 行 ひ , | MMIC OR SE 6 
枚 の フイ ルム を 得 て 計 算 を 行 ふ こと に ょ うり 基 値 の 精確 を 期し た の で ある 。 
'8 フイ ルム に 感光 し た 廻 折線 間 の 距離 は 線 て comparater (MMFBE, ek BE 
1/1000mm) に ょ り 1/100mm seis L7e, BRIT HRS S 7c HTH 
常に 或 ろ 幅 を 有する も の で , これ は 第 3 項 に 述べ た 試料 の 太 さ に よ ょ る ろ る 影 終 
が 皇 要 な る 原因 と 考 へ られ る 。 そ し て 和 名 折 線 間 の 距離 を 測定 すろ に 常 つ て 
その 中 央 を 測定 すべ きか , 線 の 内 側 を 測定 すべ きか 或 は 叉 外側 を 測定 すべ 
きか に 就 て は 種々 の 議論 が あろ 。 筆 者 等 は 金属 と 異 EAE OM AIC Hs 
て は 名 折 線 の 雨 側が 不鮮明 と な る こと こと が 多い の で , そ の 中央 部 を 測定 すろ 
方 便利 と 信じ 常に その 中 央 を 測定 する と と に し な た 。 

補正 曲線 決定 方 法 PEO SET O7e HUE MROR SE IC LEE 
標準 春物 は 

i 等 軸 上 品 系 に 属し 

ii YAS EES 

iil 新鮮 で 可 成 不純 物 を 含有 せ ず 

iv 格子 恒 敷 が 既知 で その 敷 値 の 信頼 し 得 ろ も の 
LEME ICT 2 WED RA CRAIC EN 7e TEE EDLC AR X PRED 
を 撮影 し , その EEMIO MR FE & Fe 6 IC STE & DC MOT RO FA 
wea) + 2/ (theoretical) を 見 出し , 喜 共 に 測定 し た 27 (measured) と の 間 
Mi 4 が を以て 補正 値 と し た の で ある 。 


本 6(6) HAR RR B 線 6 


LOVETT 2 VEC FH IC DB OD b BER (Ak tes HE a AB 
SURIUFE) & ABA (AIA EAE PURI PE) Oe BEL, これ 等 に つき 
458 L PEE & 47 O AI AIL EHH Le 7c 

eee (Na Cl) % この 條 件 に 充分 適 秦 する も の と な し レ し 一般に 此 種 の 寅 駿 
に 用 ひら れる も の で ある ろ る が, 筆者 等 の Merk 笛 或 は 國 産 最 純 の も の を 用 ひ 
CGR AD TAB RIC ESL, MBO EDIFICE EDA TCH BIC X 線 
HRS VIC RATT BAIN LL SOA PO Bed DS ¢ TEBE ve AS 
間 で は 6 ALAS AICHE TAABROAWICHL CHE CIE DO7e, 

と きい に 注意 を 要する の は 計算 中 に 使用 し た カメ ラ の 丁 冬 で ある 。 HAF 
DIAM DEAS MAO4K lL HAOM < 30.10mm で あり , 若 し レフ イル 
ム の 厚 さ の 中 心 部 を 以 て 邊 簡 と すれ ば (NX RA 7 4A ALP IC BL 
Fav SCH) RBA), 時 紙 を つけ た 場合 に 於 いて は 紙 の 厚 さ 0.05 
mm と ライ ルム の 厚 さ の 生 分 0.10mm FAIA ELOMEECH I, BH 
を つけ な い ぃ 場合 に は 0.10mm & i724 ODPRLRSECHS, 然し 
ET OAEO HOLBY CDi b OCS ZR hMA OP Bite 
ICRA ICHE INL OS } 2 4PAE R=30.25mm と し て 計算 を 進め , と の 
申 よ り 來 る 誤差 は 補正 値 の 中 に 含ま せる と と に し じ し た 。 ; 

lll 3 SH RoOoB es 

ECORI HEN) L 7c Ba ER It CYS A BB BY i DRED % OC, TK lem 
OAF\+ WICK ¢ HAL CHR LOCH S, 

と の 結 唱 を 粉末 に し て 底 逃 の 様 に X MBIA HY L7c Hi idk Hei A 
PHN < CHAREZ: 13 本 の 廻 折線 が 得 ら れ た 。 

UES OMI HT ARO BFA eke L, Strukturbericht リ に 記載 を られ て 一 
WIC TSE 5 ALC Hs S TERME DSF | 

dg S40 pA 
EWO, 2% FOAL HO R=30.25mm O*iLe wEM) L cic AES 


1) Z. X.(Strukturbericht 1913—1928), 215, 1931. 
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BCL OME SIS Ql (theor.) の 値 を 計算 し た 結果 は , GHSISIC HB 
如く で ある 。 


BOR BR A x 3/5 


Rica? No.l CLOCHMBL7eE74n vlc EY BW(meas.) を 測 窪 
Be i eR ERR Ie ener ER Cine 
如く CG 21 (theor.) と の 差 を Al LL TCiHL Ze, BiRORMIE 2 AlFFoO 


第 = 表 た 。 同 時 に 撮影 し 
a BM 21 (theor.) ffi Je 7) 7 NOAA 
indices | 2 0 sin@ | 21 (theor.} wx No.5 Ic HCO 
1 } | 
1 200 | 4° | 20°58’ | 0.3578) 44.28mm| 同様 の 値 は 夫々 第 
2 210 SR | 0.4001| 49.80 | 2 eee 
| | PURE ft TEAST HE 
Sah 6 | 26 0 | 0.4384! 54.91 | aes 
4 220 8 | 3025 |05063| 64.24 |. Wem, THS, 
5 | 311 11 - (36:24, 059345) 276.87 | 上 等 の AL の 値 
6 229 12 | 3819 | 0.6200] 80.92 BA RP 
7 | 390 | 13 | 4011 | 0.6452) 8486 | CAMIICIRD ,2 
SH 7321 147 | 42 -3-<| 0.6698. | 88.80 (meas.) の 値 を 横 
0 19.7 151 16° ON 3 | 
| | | WMC PROC VF Me 
10 | 420 | ' 20! |'5310° | 0.8004 | 112.28 ° | nlc Hi 7 
11} 421 21 | 55 6 | 0.8202 | 116.36 , CAL ET ERIE 
We |) Ake 24 | 6116 | 0.8769 | 129.38 1) ZH ae 
a 333 A | as Jey 得 ち られ た 補正 
511 68 FAQ) c | 5 
he te ORE LO TH 


ZB; EOHICK EH LICHT 2 AME HE WX 7 No.l の 紙 付 の も の よ 
DARD ALTe HH BRE Hoa lial HEC LAC AR Lee 


aA KR B 


a 8 


第 Rt 


0 50 100 150 
22 (meas.) in mm. 


カメ ラ No. 1 (MA) RBS BUR, RI RAL YO HIE HE 


a a 表 
SESE K UE RRIEMR (2 * 7 No.1, 紙 付 ) 
| [ I Il = 
| indices | intensity | | Al 
| | 2/1 (meas.) Al 27 (meas.) Al mean 
$ | : mm mm mm mm mm 

1 E200 eer 45.27 0.99 45.13 0.85 0.92 
2 210 s. |= ~ 80.75 0.95 50.56 0.76 | 0.86 
3 211 mn | 55.85 0.94 55.72 0.81 0.88 
4 220 | 65.14 0.90 | 65.01 0.77 0.84 
5 311 S| 77.74 0.87 | 77.67 0.80 0.84 
6 222 VE ol 81.69 0.77__| 81.62 0.70 0.74 
| 320 m. 85.65 0.79 85.56 0.70 0.75 
8 321 S: 89.54 071° | 89.47 0.67 0.69 
9 331 Wwe 108.88 061 | 108.94 0.67 0.64 
10 420 Went Md TSS 0.60 112.85 0.57 0.59 
11 421 w.. [> 116.84 0.49 | 116.89 0.53 0.51 
12 422 Ves L2967 0.23 St 129.75 0.37 0.33 
13 Ge vs. | 144.61 | 0.09 | 444.67. | 0.14 | 0.12 


fA 9 ot 究 報 BE 本 9(9) 
第 SB 表 
黄 鐵 太 よ り 得 を 補正 値 (カメ ラ No.1, 紙 付 ) 
T Tl Ad 
2/7 (meas.) Al 2/1 (meas. ) Al | mean 
1 45.06 mm 0.78 mm 44.99 mm 0.71 mm 0.75 mm 
2 50.56 0.76 | 50.43 0.63 0,69 ae 
3 55.58 0.67 55.54 0.63 0.65 
4 64.91 0.67 64.74 0.50 0.58 
5 77,52 0.65 77:37 0.50 0.58 
6 81.49 0.57 81.42 0.50 0.53 
7 85.43 0.47 | 85.23 0.37 0.42 
oe 89.28 0.48 | 89.10 030 | 039 
9 108.60 0.33 108.41 0:14 | 0.24 
10 112.62 0.24 112.44 0.16 0.20 
11 116.63 0.27 116.41 0.05 0.16 
12 129.42 0.04 | 129.17 —0.21 —0.09 
13 144.25 0.28 | 144.04 —0.49 —0.39 
第 四 表 
ae MG kU EL RATE (2 * 7 No. 4) 
21(I) 21(II) | 42 mean | 21(1) 21(11) | 4] mean 
‘ mm mm mm a mm mm mm 
1 45.45 45,29 1.08 45.97 45,20 0.76 
2 50.96 50.74 1.03 50.38 50.65 0.71 
3 56.06 55.83 1.01 55.49 55.74 0.70 
4 65.30 65.11 0.95 64.73 64.98 0.61 
5 78.93 77.73 0.92 77.38 77.55 0.59 
6 81.90 81.74 0.86 81.42 81.54 0.56 
7 85.82 85.65 0.86 85.31 85.42 0.50 
8 89.71 89.52 0.78 89.13 89.36 0.45 
9 | 108.99 | 109.00 | 0.65 | 108.45 | 108.60 0.26 
10 | 112.93 | 112.87 0.58 | 112.43 | 112.55 0.21 
11 117.00 | 116.89 0.53 | 116.43 | 116.57 0.14 
12 | 129.76 | 129.65 0.26 | 129.16 | 129.33 | —0.14 
130914458 | 144.48 | —0.07 | 143.97 | 144.10 | —0.50 


本 10(10) aR RR BR 10 #8 


第 Ft 表 
eG LU LE ABIENE (カメラ No. 5) 


21(1) Q1(11) | 4dZimean |) 2/(1) 21(II) A mean 
mm mm mm mm mm 
1 45.29 45.10 0.91 45.03 45.11 0.79 
2 50.74 50.58 0.87 50.44 50.50 0.67 
5 55.84 55.70 0.85 55.56 55.60 6.67 
4 65.13 64.97 0.80 64.86 | 64.89 0.64 
5 77.67 7754. '|- 0.92 |. 77 A0, |. FT Ade) ee 
6 81.66 81.62 | 0.70 81.36 | 81.41 0.47 
85.56 85.48 0.63 85.25 85.34 0.43 
89.47 89.38 0.61 | ~89.18 89.17 0.38 
9 108.72 108.82 0.50 108.42 108.44 0.16 
10 112.75 112.76 0.47 112.44 | 112.45 0.16 
11 116.76 116.69 0.34 | 116.51 | 116.42 0.11 
12 129.56 129.59 0.19 | 129.17 129.42 |. 0.28 
13 144.39 144.39 | —0.09 |. 144.02 143.97 —0.53 


IV SB HO BB & 

FEGRIC BEA Le AIL ARAL AD EAR IU RED % CD -CME SEH CBE 
物 無き 美 品 で ある 。 

ASHE DIC HEC Y BRET HS CHES Fe DEERE OY & Ze 6 AERO BEG OF IC 
計算 を 行 つ た 。X PRERPEIC LO CHE ALF MITT ARO BL, Sal BICC 
LSE OACHO TILE OMB KE LRAT BRE 

dy = 545 AD) 
と し て 遡 に 各 面 指数 に 相 党 する 27(theor.) の 値 を 算出 し た 結果 は 第 六 表 
に 掲げ た 如く で ある 。 

炊 に 各 カ メラ に より 紙 付 及 び 紙 無 を 各々 2 回 宛 撮 影 し た フイ ルム ぇ 12 He 
に 就き , 各 27 (meas.) を 測定 予 均 し た 結果 は カ ヵ ぇ ラ No.1, No.4 及び 
No.5 に より 夫々 第 七 表 , 第 八 表 及び 第 九 表 に 掲げ た 。 表 中 に は 前 回 同様 


1) Z.X.(Strukturbericht 1913—-1928), 185, 1931.- 


Me 11 研 究 bd Be 本 11(11) 
第 nN 表 
& 4 © 27 (theor.) (ff 
indices Zh? 0 sin @ 21 (theor.) 
1 1118 3 16°10’ | 0.2784 | 34.14 mm| 
2 111 3 17 54 0.3074 37.80 
3 2208 8 27 3 0.4548 57.13 
4 220 | § 30 8 0.5020 63.64 
5 311 11 36 2 0.5890 76.13 | 
6 400 | 16 45 13 0.7098 95.49 
7 Sa10— ai oto 50 40 0.7735 | 107.00 
8 422 | 94 60 24 0.8695 | 127.56 
9 ass 27 67 15 | 0.9222 | 142.02 | 


AL 印 ち 補正 値 を 
WEAF Al fe REED 


wrat L 72. 


ALAN 
yy mW 


&4>¢ Me) BUC HE IAL SAG EO FB AME 


補正 曲線 と し た の で ある が 本 誌上 に は その 代表 と し て ガメ ラ No.1 の 紙 
付 の も の より 得 ら れ た 曲線 を 第 走 賠 中 に 破 線 を 以 て 示し た 。 


CO RCN MN mo ND = 


indices 


111 8 
111 


220 8 
220 
311 


intensity 


V.S. 


mm. 


第 tS 表 
盤石 より 得 を 柄 正 値 (カメ ラ No. 1) 
紙 付 | 紙 無 
21(1) | 2411) Almean | 21(1) 20 (11) | 41 mean 
[ mm mm mm mm mm Tmm 
35.06| 35.03 | 0.91 35.09 34.90| 0.86 
| 38.69! 38.66] 0.88 | 38.46] 3848] 0.67 
| 58.01} 57.98| 0.87 | 67.76 | a 0.61 
64.50 | 64.44| 0.81 64.15 | 64.23| 0.55 
| 76.97| 76.86| 0.79 | 7654) 76.71| 0.50 
| 96.28 96.14) 0.72 | 95.87 95.96) 0.42 
| 107.76 | 107.64, 0.70 107.13 107.48 | 0.30 
| 128.05 | 128.02 0.48 | 127.37! 127.67! —0.04 
| 142,50:|-142.24 |} 0.36 | 141.71 | 142,01 | 0.16 
| | 


本 12(12) i a aes wh 12 


第 人 ® 
BAL VE HBIEM (7247 No. 4) 


ae ee fe 
| 21 ) | 27(IT) | Almean| 2? (1) ly 27(1I) Al mean 
mm mm/ mm | mm mm mn. 
1 34.65 34.77 | 0.63 | -35.05 34 95 0.86 
2 38.48 38.45 | 6.67 | * 38.57 38.55 | 0.76 
| 3 57.79 57.75 0.64 5777 57.91 | 0.71 
4 | 64.29 64.20 0.60 64.15 64.30 | 0.58 
Lig 76.74 76.64 | 0,56 76.48 76.75 | 0.49 
6 | 98.11 | 95.93 | 053 | 95.62 | 96.07 | 0.86 
7 - \utorgs | 407.35! * 045 | 107,00, HOZAN 
8 | 2127.99) 427.638" |" .0.20 | 127 225g eee 
9 | 142.21 | 142.06 |” 0.12 | 141.39 | 141.94 | —0.36 
| 
第 九 表 
BAL UE AMIEML (カメ ラ No.5) 
BR as: See 3 ae 
21(1) | 27 (II) | A?mean| 27(1) | 27 (11) | 4! mean 
1 34.82 | 34.52 0.68 34.74 | 34.76 0.61 
2 38.52 | 38.39 0.66 38.49 38.32 0.60 
3 57.76 57,71 0.61 57.66 57.65 | 0.53 
4 64.24 | 64.19 | 0.58 64.09 64.04 | 0.43 
5 76.71 | 76.61 | | 0.58 76.45 | 76.50 | 0.35 
6 95.92 | 95.87 0.41 95.77 | 95.69 | 0.24 
7 107.56 107.35 0.15 106.99 | 107.16 0.07 
8 127.75 | 127.58 0.11 | 127.18 | 127.42 | —0.26 
9 142.12 | 142.07 | 0.08 | 141.39 | 141.68 | —0.50 
| J 


Vm £ hh R 
DLESES 7e De BE OEIC RET OER B FB 7c HITE HARI Hd k ¢ E 
似 し て 居る と と は 表 及 び 剛 に 見 られ る 如く で ある 。 それ で 等 者 等 は と の 二 
碗 物 に よ ょ つて 得 ら ちら れ た 補正 曲線 の 平均 を 以 て 今回 の 補正 曲線 を 決定 し , 炊 
音 に 於 て 逃 べ る 様 に と の 曲線 を 使用 し て 石英 の 格子 恒 数 の 計算 を 行 つ た 。 


“20 (meas. in mm 


A カメ ラ No.5 ( 紙 付 ) 


綿 13 研 * = 完 " a # 13(13) 
第 
a a Vii mae eae 
TEE | | 1s 
ory ee —— aol Se = 10 -— ~ | data 
= le 62 oe = S: | | 
~05 | | Ss | | | 
[= | el Be | 
= = Ju | 0( + 4 + ——4 
> | | > | | \ | | 
S06 = | sz | = | | 
| | 
0 50 190 150 0 50 100 150 af 
22 (meas.) in mm 22 (meas.) in mm. 
A カメラ No.1 (SEF) B カメ ラ No. 1 (pes) 
B 
ag r — 55 
15 | 5 ト - 
Nd + —- , 1.0 = = 
(= | ‘= r 1 
Fost = | | 
c | | 
00 0.0 4 ーー: 
ov Qa 
3 3 ペ 
O93 50:5 Ph \ 
+ + | 
en she 
0 50 100 150 0 50 100 150 
28 (meas.) in mm. 22 (meas.) in mm, 
A カメ ラ No. 4 (RFT) B カメ ラ No. 4 (4) 
T re 「 ] | 
z に | | 
] | | | 3 
15 LS | | | 
10 = oo a 0 = SSeS sl | 
E ee | | | re sel if 
Es | ae = 05 > ara | : 
(=4 e | aS | 
00 + Sa : | 00 に | i oe 
| ae Sl 
05 | ET | | \| 
+ | + | | | 
= 4 4 ss ee 
0 50 100 150 0 50 100 150 


22 (meas.) in mm, 
B カメ ラ No.5 (#R4) 
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Z OVE AS IL Pe [lh HEA IM 6 AL 7e EO Be FKL RA EEK LAO T 
今 同 得 られ た 補正 曲線 が 相 堂 の 精密 度 を 興 へ る も % も の と する こと が 出來 る 。 
これ 等 補正 曲線 は カメ ラ No.1 に 対し て は 第 参 周 A RE BEUT, A 
xz ラ No.4 に 装 し て は 第 四 園 A 及び BB を以て) カメ ラ No.5 ICHLTH 
GAB ARE B を 以 て 示さ る ろ 。 
VI 石英 に よる 雨 正 曲線 の 検討 
ERECT HS TH 6 AL Pe AHIE HARROD HGMELE © BT S KO Eki Har IC st 
GEE TF ORe. 
即ち も ブラ ジル 産 の 新鮮 な 水 卓 を 試料 と し , = ICR CHAP ED 
CHAR X PBI 3 和 偽 の カメ ラ に 就 て 同時 に 撮影 し , 紙 付 及び 紙 無 の 二 
IO PERE TT OFe, THEO 7AXAICHET 27 (meas.) の 測定 を 行 ひ 新 
た に 得 ら れ た 補正 曲線 を 用 ひ て 格子 恒 散 の 計算 を 行 ひ , Bragg の Crystal- 
line State の 中 に 記載 せら れ 一 般 に 確認 まれ た 石英 の 格子 恒 敷 
Ci 0 6) = 39A 
と 比較 を 試み た の で ある 。 
27 Oi BOA LH we OIC ay ORT GRRL BIG LO AIA ICH 


第 拾 六 表 ば だ 3 
APATITE BIC k S BHO RFR Bt ee 此 等 の 各 フ イル ム か ら 得 ら 
| % | % れ な た a Off & FAMEIC, ay: 
Bragg | 4.90,A | 5.39,A | cy 一 4.90。:5.39。 の 値 を 用 ひ 
am 人 | 4.90 5.39 て 計算 Ge — 
Camera 1 eae 491, 5.40, TSE Le co の 値 を 一 括 し 
i CHAT AULT AIC ART 
D A 3.0f 
ea a $e 4.91, | -5.40, 如く で ある 。 
Cameras | M | 49! 5.404 表 に 見 られ る 様 に 此 等 の 値 
we 4e| 4.90, | 5.39, 
は 何れ も Bragg の 値 と 極め 


て よく 一 致し て 居り と の 補正 曲線 は 相 富 に 満足 し 得 べ きも の と 云 ふと と が 


#15 本 15(15) 
BBR カメ ラ No. 1 (PAH) ck oS RROMS HIM 
21 (meas.) | 27 (corr.) ) | sin @ | indices ao intensity 
| 
1 28.55mm| 27.65 mm| 13° 6’ | 0.2267 | 100 4.926 m. 
2 S232) #4) 31°92 15 7 | 0.2608 | 101()| 4.939 w. 
3 36.36 35.47 1648 | 0.2890 | 101 4.917 v.s. 
4 49.88 49.00 2312 |0.3939 | 110 4.910 w. 
5 53.95 53.08 25 8 | 0.4247! 102 4.904 w. 
6 58.00 57.14 | 27 4 | 0.4550] 200 4,909 w. 
7 68.84 68.02 | 3213 | 0.5331 | 112 4.903 s. 
8 75.65 |} 74.85 3527 |0.5800 | 202 4.901 w. 
9 83.00 | 82.22, | 3856 | 06284 211 4.906 s. 
10 95.27 94.55 4446 | 0.7042 | 212 4.853 Vv.s. 
11 103.92 | 103.26 | 4854 | 0.7536 | 311()| 4.951 v.w. 
12 107.43 | 106.79 | 5034 |0.7724 | 302 4.899 m. 
13 110.76 110.15 | 5210 | 0.7898 | 220 4.899 v.w. 
14 114.53 113.95 5357 |0.8085 | 213 4.898 s. 
15 117.10 116.55 5511 | 0.8210] 221 4.833 s. 
16 121.53 121.02 | 5718 | 0.8415} 311 4.892 m. 
17 134.93 134.58 | 6344 |0.8967 1 312 4.900 S. 
18 143.63 143.38 67 54 | 0.9265 | 401 4.914 m. 
19 147.25 147.05 69 38 | 0.9375 | 214 4.900 s. 
| | 4.904 | 
SHER カメ ラ No 1 (HE) CES BROS HE 
21 (meas.) | 2/ (corr.) 0 | sin @ |indices| a intensity 
1 28.34mm 27.64 mm) 13° 5’ | 0.2264 100 4.933 m. 
2 32.53 31.73 | 15 2 | 0.2594 | 101(B)| 4.965 w. 
3 36.15 35.46 1647 | 0.2888 | 101 4.922 | v.s, 
4 49.39 48.73 23-5 | 0.3921 | 110 4.934 | w. 
5 53.63 52.98 25 5 | 0.4239 | 102 4.913 | w. 
6 578727 | 57.14 27 4 | 0.4550 | 200 4,909 | w. 
7 68.53 67.95 3211 | 0.5326 | 112 4.908 s. 
8 75.34 74.80 35 25 | 0.5795 | 202 4.905 w. 
9 82.72 82.22 3856 | 0.6284 | 211 4.906 s. 
10 94.92 94.52 4445 | 0.7040 |212 | 4.885 v.s. 
11 103.50 103.19 |48 52. | 0.7532 | 311(8)| 4.953 v.w. 
12 106.92 106.64 | 5030 0.7716 |302 | 4.904 m. 
13 110.34 110.08 52 8 | 0.7894 | 220 4.901 vw. 
14 114.00 113.79 5353 | 0.8078 | 213 4.903 | s. 
15 116.50 116.33 | 55 5 | 0.8200 | 221 4.838 | s. 
16 120.95 120.85 | 5714 |0.8409 | 311 4.896 | m. 
17 134.34 134.46 | 6340 | 0.8962 | 312 4.903 | s. 
18 142.96 143.27 |6750 | 0.9261 401 4.916 m. 
19 146.57 146.96 6935 | 0.9372 214 4.901 ‘ 
| \ | 
| | | | 4.910 


本 16(16) 細 16 
Be wR カメラ No.4 (MN) CL SAROMP EK 
| 27 (meas.) | 27 (corr.) 0 sim @ | indices dy intensity 
| \ 
| 1 |~ 28.34mm| 27,70mm} 13° 7’ | 0.2269 | 100 4.921 m. 
A E280 31.96 15 8 | 0.2611 | 101(B) | 4.933 Ww. 
I Ss 35.51 1649 | 0.2893 | 101 4.612 v.s. 
| 4 | 49.79 48.96 23 11 | 0.3937 | 110 4.914 w. 
| 5 53.73 52.91 25 3 | 0.4234 | 102 4.920 w. 
[eee 57.88 57.07 27 1 | 0.4543 | 200 4.917 w. 
973 S822 67.98 32 11, || 05826.) 112 4.908 Se 
Loser pray 74.82 | 3526 | 0.5798 | 202 4.903 Ww. 
S || ¢82o1 82.19 | 3855 | 0.6282 | 211 4.907 s 
| 10 95.11 94.47 4444 | 0.7038 | 212 4.885 v.s 
| 11 103.66 103.10 48 49 | 0.7526 | 311(B) | 4.957 V.w. 
in 107.20 | 106.68 50 31 0.7718 | 302 4.903 m. 
| 13 | 110.47 - | 109.99 52 5 | 0.7889 | 220 4.904 | v.w. 
| 14 | 114.26 113.84 | 5354 | 0.8080 | 213 4.902 s. 
| 15 | 116.77 116.37. | 55 6 | 0.8202 | 221 4.838 s. 
alba) 421.13 120.78 | 57 12 | 0.8406 | 311 4.898 m. 
bale 134-67 134.57 | 6342 | 0.8965 | 312 4.901 S. 
18 | 143.50 143.49 67 57_| 0.9269 | 401 4.912 | m. 
19 | 146.67 146.71 | 6928 | 0.9365 | 214 4.905 S. 
| | 4.907 
BESR カメ ラ No.4 (MM) ic k SBBORF Hr 
2] (meas.) | 27 (corr.) | 8 sin @ | indices ao [Ny | 
[ | | 
1 | 28.35mm 27.53 mm| 13° 2’ | 0.2255 | 100 | 4.952 m. | 
2 32.60 3¥.79 15 3 |0.2597 |101(8)| 4.960 Ww, ul 
3 36.24 35.44 | 1647 | 0.2888/101 | 4.922 vis, a 
4 49.57 | 48.84 23 8 | 0.3927/110 | 4.524 w. 
5 53.73’ | 53.03 25 7 | 0.4245 |102 | 4.907 Ww. 
6 | 5764 | 5696 | 2658 | 0.4535 |200 | 4.926 w. 
7 68.43 | 67.83 32 (72 | 0.53172 4.917 = 
Bei 675.22 74.77 35 24 | 0.5793 |202 | 4.907 w. 
9 82.52 82.03. 38.515), 0.6273 tan 4.915 S, 
10 94.65 | 94.27 44 38 | 0.7026 | 212 4.894 Vas 
Lie 40s. 135 OS 48 42. | 0.7513 | 311()| 4.966 | v.w. | 
12 | 106.67 106.42 50 24 | 0.7705 | 302 4.911 m. 
13 | 109.91 109.70 5157 | 0.7875 | 220 4.913 v.w. 
14) 11377 113.60 53 48 | 0.8070 | 213 4.908 s. 
3) 416-27 116.15 55 0 | 0.8192 | 221 4.843 s. 
16 | 120.62 120.57 57 6 | 0.8396 | 311 4.903 m. 
17 | 134.09 134.30 63 36 | 0.8957 | 312 4.906 Sl 
18 | 142.43 142.86 6739 | 0.9247 | 401 4.911 m, 
19 | 146.11 146.66 69 27 | 0.9364 | 214 4.906 S. 
} 
| 4.915 


#8 17 本 17(17) 
第 拾 四 表 カメ ラ No.5 (Mf) ck SHROMT HR 

27 (meas. ) | 21 (corr.) ) sin 8 | indices | ao intensity 
1 28.19mm 27.38 mm| 12°58’ | 0.2244 | 100 4.977 | m. 
2 32.61 | 31.81 15 4 | 0.2599 | 101(g)| 4.955 w. 
3 36.23 35.43 1647 | 0.2888 | 101 4.922 v.s. 
4 49.75 | 48.98 23 12 | 0.3939 | 110 4910 | mw: 
5 53.79 53.04 25 7 | 0.4245 | 102 4.907 wv. 
6 UR meY see 27 6 | 0.4556 | 200 4.903 w. 
7 68.65 67.97 3211 | 0.5326 | 112 4.908 | s. 
8 75.54 | 74.91 | 3528 | 0.5762 | 202 4.899 | tv. 
9 8281 | 8222, | 3856 06284 211 4.906 | s. 
10 94.98 94.48 | 4444 |.0.7038 | 212 4.885 | v.s 
11 103.48 103.05 | 4848 | 0.7524 | 311(g)| 4.958 vw. 
12 107.00 106.60 50 29 | 0.7714 | 302 4.905 m. 
13 110.30 109.94 |52 4 | 0.7887 | 220 4.905 v.w. 
14 114.09 113.77. | 5352 | 0.8077 | 213 4.904 | s. 
15 116.54 116.24 55 3 |0.8197:| 221 4.840 | s. 
16 120.57 120.31 15658 | 0.8384 |311 4.911 m. 
17 134.40 | 134.32 63 36 | 0.9557 | 312 4.906 | 8. 
18 142.32 | 14234 | 6724 | 0.9232 | 401 4.932 | m. 
19 146.48 146.56 69 24 | 0.9361 | 214 4.907 s. 

| 4.913 
SHAR カメ ラ No.5 (HE) Ck 4 GROMRF HH 

20 meas.) | 27 (corr.) | 0 sin @ } indices ay intensity 
1 28.47 mm 27 77 tam) 13° 9° | 0.2275 1 190 4.909 m. 
2 32.69 31.99 15 9 | 0.2614 |101(g) | 4.928 w. 
3 63.31 35.62 1662 | 0.2902 | 101 | 4.898 v.s. 
4 49.68 49.04 | 2313 | 0.3942 |110 4.907 w. 
5 53.67 53.05 25 7 | 0.4245 | 102 4.907 w. 
6 57.72 57.12 | 27 3 | 0.4548 | 200 4.912 w. 
7 68.55 68.02; “| 3213 | 0.5331 |112 4.903 s. 
8 75.35 74.88 | 3527 | 0.5800 | 202 4.901 w. 
9 82.66 82.26 3857 | 0.6286 | 211 | 4904 s. 
10 49.79 94.49 4445 |0.7040 |212 4.885 v.S. 
11 103.22 103.03 4847 | 0.7522 |311(B) | 4.960 v.w. 
12 106.76 106.61 15029 | 0.7714 |302 4.905 m. 
13 110.03 109.93 | 52 3 | 0.7886 | 220 4.906 v.w. 
14 113.81 113.35 | 5352 | 0.8077/213 | 4.904 | s. 
15 | 116.28 116.26 |55 3 | 0.8197/221 | 4.840 s. 
16 120.70 120.75 5711 | 0.8404 | 311 _ 4.899 m. 
17 134.05 134.36 | 6337 |°0.8958 |312 | 4.905 s. 
18 142.39 142.89 67 40 | 0.9250 | 401 4.922 m. 
19 146.06 146.66 16927 |0.9364 | 214 4.906 5 

| | 4.905 | 
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Vil 結 論 

以上 は 今回 行 つ た 粉末 X 線 宮 眞 の 計算 に 使用 する 補正 曲線 に 闘 す る 研 
OLE TD Bo 

BK X WBC LOTKTEMONMETSICRLEO A OES 
3 位 に 精確 度 を 要求 する の は 特別 の 注意 を 要する 。 余 等 現在 の 禁 置 で は 小 
敷 下 第 2 位 に 於 て 土 ! 以内 の 精確 度 が 得 ら れる と と は 本 訪 の 記す る 所 で 
A b NAM BAS OD, 今回 より 一 居 精 容 鹿 を 得 
N&R LBB CHS, 

eee HED = ere FERRE ABO &。 を 算出 し , Hes é 
の 物理 性 質 及 び 化 蛋 成 分 と の 開 係 を 明か に し た い , これ 等 の 結果 は 順次 本 
MHICBRT 2, 


oo 


~~ 


AE ICBEL HARROP IL ARS RAG  2DBAG AD & され た も の で 
So BICAGICH BREART 50 


ニー ンー ン シン ‘ーー ンー へー 


北 能 代 油 田 (ID 


weit  s\oK ak 


油田 B®. 

ACHE TRH Ho eH 7x ESE ACS La PSE IC ok OCHA, 
ICHOFe, BU SALGICIA KA, 7 HOARSE BIAILASD Y , tO PREC 
(ZHEK b PRICE 7 HE (Avia m), BEATE ( 同 0), 大 野谷 ( 同 」) ROWSE 
a Oe Se NN 
Hake ERT SLOCHZ, MLETCINAO F-2AROHIT EMO A Mh 
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METIC LOC ESE 7s PR ICHET SL, 7K. OLKPBME EP SICH 
D, SAIC Ke Ome A MO BRE © SET EME SARE BT ZICKORYO 
CHS. APUM PAE LI HICH LL, FO — KARE OPE RISES 
ee ¥ Ips 
% O73 Hh ORAS ERAUIILILD_ bie AE AABIC IE, DN ICE A ( 
1), 外面 , 白岩 (15) 1), AH (1d) eo AR RU Ze B J OPE 

TROCHS. MICH CBE Y — 2 oo NSEC ERA IC BES yea 
BLAS BEA SLAM DOME FT, AGF -— 2 Opi RRO REIC ISM 
見 (第 訟 彫 8), 夏井 ( 同 f), 水澤 川 (FAI c), 湯澤 (led a の 東南 ) 八森 ( 同 b) 等 

DIKE CEL TS. MW < AHWERIS MEGNIIT IL PHALINFRO ESHE CD 
VP2-ANI—VyrAGR (+) SZ HBE, MOP BoOMs bE ICR 
ti < BGKRL OR) の 一 型 に 相 党 する も の で ある 。 FPORAVINALEICHU S 
祝 曲 床 力 の 方 向 は 外 補 的 た 西北 より 東南 に 向 ふ に 反し , RRC REO ZH 
は 束 よ り 西 に 向 ふ 観 を 時 し , 前 者 と 反 詩 の 傾向 を 示す 昧 も 油田 構造 上 注意 
すべ き 事 に 属す る 。 

Bi tmis 第 四 旋 至 第 七 剛 は 第 堆 彫 に 示せ る tan ge, 位置 に つき tangy+1 
高橋 四 式 

= oD da, (tana,+tanon41) + E 

に 従 つて 作 同 せる も の で ある リ 。 HOUTA エー1′ (LIC - Ba AW F - Ao 
路 東 西 の 断 面 で 束 は 藤 共 川 (h) より 西 は 海 早 に 至る も の で ある 。 その 西端 
a 
岩 の 和 被覆 に よ つ て 細部 構造 は 不明 で ある が , 向 任 地 答 に は 理 質 頁岩 選 (No) 
ei S. FOS PERAK TROIG CRA bi ee (Piv) 27005 205 
CLIC AERA ar HE (Kit) 2S—-O wl WK L, € OAC ME ReaiF IC LF 
MeO HEAT (G) EHTS. AML FA OVAL AGHA (Ki) 2 Bie i 
岩 に 占め られ , SOPH RLS i) kai et (Frv) に よ つ て 南北 に 切断 され る 。 こ 


Agi 


1) aA Th Fh D (HSRC RE ARS US = + BR 
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の 断層 は 最も 主要 な 構造 線 で , TOT HOM AB HB INNCHS CHG 
(cA L, 東雲 盆地 秦 に 延長 する 。 大 白 と 駒ヶ岳 と の 規 ド ー ム OBER 
ELAM MA (Fu) に 相 営 し , COMA OURS KIL 44 OR Hh Ic ko 
TAAL SBE OGL PLEA IC BL THB 7 RO IALHSIC EU, 
MDG Ud Fe De 59 & Bevite (h) (CHG LC HIE HET S BL を 時 

る 。 MLC, Baa te F - 4 lt—B lt (Fi, azz) (Cc LOC EOE Bas 
南北 に 縦断 され る 。 

S67 I’ meq iio ABIL 7 AERO It ye CLIC ME T So 
IE 7 SRS FOP Re ORME SY F-- AFA” pick 
OTHESSNEO NM CH SAI 7 HARE PI RICIBL, Big aO 
如く , その 軸 頂 は 西方 に 傾 儲 する も の で あぁ る が (第 六 , CMB), 2 \ で は 
LENCO IC MS, 且つ 断層 Fr に 綱 か れ , 南方 系 の 影 郷 を 示す も の で ある 。 
COMBO Fin は 殆 ん ど 普 通 の 向 笛 構 造 を 時 する が , その 南方 延長 
(第 六 彫 h, Fir) (Ci CAMB ORES RT ICHS CL VEE MI SZ, 
HH, MEAS II] (K) oo Hepa ic ie % EAS tian 
DULAL, 7D POE IC (ct Hs AE BB A (Frv) (450u lial Fre の 延長 ?), 國 LIL RL, 7G 
MB (Fv) 等 の 北方 延長 が 見 られ る 。 更に その 西方 に 至れ ば, HSI SS 
(Fvr) ROE Atle (Fyn) (C ko CEE ila oP BHKE ATS, 
ACERS FL TORE WAS) EE eG TT SRS, Jah HB NIC A SESE 
BEETLES ( S77 > D DAW, T OBI OU IT-CLMAD RE BL HO, Za 
南方 延長 eee ae さき され, PHVA TAIL EZ a 
CHS, ML CC OMROARM S = Lt, VANE (h, FQ i) Ic Zee 
#} (arrested anticline) を 生ずる に 至 つ た 原因 と WMLIAS CH Brora 
ORkAACRy smote, coe eee ne 
LN PARE Ae ET Ea a ic Hath Sve SHEL Y, USE IC HY 3. — TF BLE AYA 
試掘 せる 結果 な る が 如き も , FEO HUMIC L PLIERS D PBAL BL 
(FERE & の 東南 ) & MEAT LC, WE RSID, 水澤 の 構造 線 と 幣 行 性 を 保つ る の 
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W< CHZ, 

sri I-11’, 及び 第 七 賠 IV-IV' Opi ase ~ ATOR RET 
る も の で ある 。 規 岡 に つき て 注意 す 可 き は , その 西端 に 於 ける 石川 (Fv), 
衣 井 (Fin) OPN SIC LOCTOMICHH A Ye (N,) DSM 
(Nin) SHRHKE AL CHO < Ht SHHCH A, ML cCHIED 
HWM AO Mg GEL — B,D Be WAIT UE FF B28, 米代 川南 
ICBOTHUBAA TORTI + PEG HHP RL 7 OC GIL IC HT Zk 
(k, MICHA T NAR eSLRIILE, 

夏井 以 束 の 際 7 SLAPS (WAT 7D GEM) (CFE SAHA IC HST SB A 
れる も 南 方 系 で その 軸 は 西方 に 傾斜 する 。 こ \ ぃ で は 園 見 (K) 及び 白岩 (S) の 
WSR OSES & Te 0, TRE, MOIR CALS IRIAN ETS. HE BRA 
Las -b AIC ROCHE RAL O, 第 六 賠 の を れ は 第 石岡 と 第 六 賠 と の 中 
間 型 と な り , CO RASA RO RIC LOCH OUREIC SBE A 
LCS. 

DbhO Rem & CCH oA So LIL, ANH DEAS HRREAYIC TALIA 
RSW IC ATE LMA AGRO MRIS PR BE E CEO TIER, 
ZOPEICHS CHRAOBRERT SOL, WR, MB, Ath Bie lt Ic 

, 下面 的 に も 垂直 的 に も ; その 一 構造 線 が 他 の 構造 線 に よ つ て 忠 き 換 へ ら 
る 事 冥 で ある 。 例 へ ば 座 2 巣 , KROL IC LO CHAE Le 
D, Era TO PY RO Mes mM FR (AN, tc lal h, 5 7 lal © ee が 或 は 常 

EAL, 或 ひ は 断 司 化す る が 如き は その 一 例 で ある 。 ま た 例 へ ば 第 凍 
Fin の 千川 断 居 の 如き , 地 表 附 近 に 於 て は 相 営 の 落 北 を 示す けれ どる も, 優 り 
に Kiy Be CE OVE EDITS SRRILIEB OT FB LBRO CHRD 
は れる 。 こ の こと は 等 形 補 曲 の 場合 , 背 終 及び 向 斜 の 何れ の 場合 に も 起り 
得 可 く , 例 へ ば 現存 の 位相 に 於 て 其 だ 題 著 な る 椅 川 断 居 の 如き も, 大 臣下 
Ads Kay 以上 の 新 期 地層 に 被 枚 され る 場合 に は , 全く 正常 の ドー ム と な 

bE ED COBO Bm SRI KEL KZECHS, Spa TS 


= 
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事例 が 各地 の 油田 に 於 て 多々 存 存 す 可 き は 想像 に 難 か ら ず , a HERO RR 
LICOERLRT SBCHS, 
A ih WR 
石油 母 層 ANELICAO SATE t WT AS LXOBE TCHS, 
A #G SR LURE Kiv 全農 の 厚 さ 200~500m 頁岩 の み の 厚 さ 150m 


B cme aa Ny ‘i 600~1000m 23 450m 
CC ” “AES Ni : 200~400m ‘ 150m 
D ” 竣 色 頁岩 Nv 3 200~400 m 100m 


夫々 の 厚 さ は 上 記 の 通り で ある が , BARS, WH, BES RIE TIE, A 
岩 の み の 厚 さ は 上 記 の 如く 著しく 減少 する 。 そ の うち 最も る 厚 層 を な す 油 母 
岩 緒 は BB の 斑 質 頁 岩 で あり , 他 の 油田 に 於 ける が 如く , BEHAMABE 
る こと と 共に 本 油田 の 特徴 と し て 注意 す 可 き 弁 で ある 。 

これ 等 の 油 母 岩 居 の 標 式 了 的 な る 標本 に つき 油 母 量 及 び 含 容 素 有機 物 の 含 
量 を 測定 せる 結果 は 第 参 表 に 示す 通り で ある (八木 )。 同 表 中 , HMB 
TRakON, Faas ACL SHHMBRL, COMBO HL OF 
alt, TORDICHMe LCHMT 440, 及び 取扱 中 の 亡失 量 は 加算 され 


第 S 表 
WWE RUSS Be ( 信 木 ) 


Dif a >, i | 
A A | Min ay | SH 
a Se ae a |e) 
2 : zs ae ze = | | 
| gs: Tl AH EF Ny) 0.63% み | 0.03%) 0.01%| 0.67%|0.109% 
2 同 eB ” | 0.56 | 0.04 | 0.03 | 0.63 | 0.115 
3 黒色 頁岩 層 下 部 (硬質 )Nir| 053 | 0.05 0.05 | 0.63 | 0.103 
4 同 HB” | 0.50 0.04 0.03 | 0.57 | 0.075 
Sheik 同 E05 の O06 0.03 | 0.61 | 0.076 
6 kK & AHF BN! 0.49 | ee 0.02 | 0.54 | 0.072 
| S=0.01 
7 同 fh eg” | 0.61 | 0.04 0.02 | 0.67 | 0.078 
| | S002 
8 同 ES CS 0.03 | 0.60 | 0.075 
| S=0.01 
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な い 。 其 様 な 亡失 量 は 昔 TOPE FEIT kD 10~159/ Ps (orgs) WEES 

HBR S と ぁ る は 遊離 の 硫黄 で , CORILLMBEIC ESE ERE CH 
ろ 。 こ の 結果 を 他 の 油田 の を それら と 比較 すれ ば り リ , 他 の 油田 に あり て は 一 
ICAL SRO ARO REAR OCIS b LGEDICEBCH BIC 
ae ee ee 
多く この 事 は 各 厚 さ と 共に 本 油田 の 特徴 を なす も の で ある 。 MS 
本 油田 に 於 ける 穫 質 頁岩 緒 は その 厚 さ 及び 油 母 量 最も 著しく , 従 つ て 最も 
EEE OMT CH 0, ROTA, RE AAEM IC TILICHS LOCH 
Be MIC ASTHIN 7S AHORPRIL BREET Aa D LOH EAR ROGAIC £0 
CEO EBS PRE BBA CEM CRT Te Ch), 黒色 頁岩 
Oba, JOS EBC RACE Oth Bd CT LICLEL CHL ( HZECH 
Bo また 地域 に 於 て 行 は れ た 試 堀 の 結果 も 概ね これ と 一 致す る 。 勿 論 , 上 
TRO AUR SAL 7S, EEA AA ED Als LICR Z LOCH SH, Ds 
ろ る 場所 に 於 て 試掘 の 結果 良好 な ら ざ る 可 き で ある 。 

石油 母 層 の 油 母 係数 こ ぃ に 著者 等 が 提唱 せん と する も の は , AHR EO 
油 母 係 敷 の 問題 で ある 。 Arh oda TARE LCI, THe, 減衰 
曲線 渋 等 の 種々 の 方 法 が 提唱 され て 居る が , と これ 等 は 未開 残 の 油田 に あつ 
CILTTOHER OCHS, RIP OM ele Ae eit Hi re 3 LRH 
で あり , 信 を 置き 得 ざ る も の で ある 事 は 言 を 要 し な いり 。 こ と れれ 等 の 場合 , 石油 
母 情 の 厚 さ と その 油 母 含量 , 及び 損 際 の 産油 量 と の 比率 が 定め 得 ら れ さ へ 
すれ ば , 最 も 有効 な 査定 法 と な る 事 は , トラ スク 等 と 共に 著者 等 の 主張 する 
所 で ある 。 

BH PUR BROIL EMO TRO 5 — Re eBL LCHEMESZAO 
ta eee er 
DAMIR SAS EIU 7e SEU TCHMLETLOTHS, BMD THAR 
は その 地域 に 於 ける TAS EO Fah tel — —"E GAO fare kb WaT AE Bee BAL 


1) 高橋 KA. en es (Bi — jk) Ai — + — EB HE 
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EUS TARCE LOLS sem Coe — DARED A 
効 集 油 面積 (下方 米 ) EES IVE, CO THPAIC HS BA Hh FE ae Cs DS 
MMB ILSECH S, (AL, HERO Me + O TERRI, Kx OBRICOR 
in a 

有効 油 母 量 と は , WHR Kb MMVII HEAL L Fe SBT & Ath (MOH) の 
量 で ある 。 元 來 油 母 は 著者 等 の 見 解 に よれ ば , APS LOO Ah, AHOR 
生 せ る 最後 の 残留 物 に 各党 する ろ る も の で ある 故 , 現在 の 石油 母 居 の 油 母 含量 
を 以 て と これ に 擬 す る こと と が 出来 な い 。 著 者 の 現存 海底 褒 泥 と 第 三 紀 の 油 母 
岩 と の 比較 研究 の 結果 か ら 計 算 す れ ば , 最初 堆積 せる 油 母 の 約 6 割 が 油田 
滞 母 岩 中 に 残 禄 する ろ と 云 ふ 事 と な り , 大 購 ト ラス ク の 研究 結果 と 一 致す る 。 
こと の 結果 に 従 へ ば , THES OD 2/5 DIAC ISIC, 右 油 と な つた と 
款 ぶ 護 ほな る の で ある 6 

例 へ ば ば 上述 の 七 座 理 質 頁岩 貫 の 下 均 油 母 槍 出 量 を 0.69o。 と すれ ば , この 
母 居 か ら は 現存 の 油 母 量 の 0.4% に 相 営 する 原油 母 が 油田 で 油 化 され た 事 
(CRS, BAA aogier 25 と すれ ば , その 一 立方 来 か ら 10 Bo 
石油 及び 瓦 匠 が 義 生 し た 事 と な り , CHICHHABE OBWOEA (MAE 
BIRT UAE CIR Tem OVS) 450 KEES IE, EA EAS N。 
の 油 母 係数 4500 ELL TR SHCH So 

TCE AT FREE [ERIC PINT ALL, HJ 1500 HE, ARG Ft ZAlk 1000 
REL 7), 石油 母 層 と し て の 重要 性 が 簡 温 に 比較 出來 る 斉 で ある 。 勿論 と 
DR BICHE ST 2 Are OSH FE ICH SI CR Z LRSM CHIC, TO 
REL & A LC cH DAE E CICHMET 4 IC lk, HHIERS OB Mic 
ORE te ZABLE LIEGE, 少く LY T OBIEABT 
田 の 重要 性 の 比較 に は 或 程 度 の 利用 が 出來 よ う 。 

SSR ARE 本 地域 に 於 けろ 主要 石油 母 居 は 上 迷 の 如く 理 質 頁岩 局 
CH Oi, 主要 含 油 必 は 堂 然 その 比較 的 上 部 乃至 下部 七 座 層 に 期待 され る 
事 と な る 。 こ と の 見 地 に 基き , 集 油 構 造 に つき 要 括 的 な 吟味 を 試み る な ら ば , 
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先 づ 本 地域 に 於 けろ 雄大 I Bi FEO RIA FR Ag 
LCKVERSHICHS, KKABED DBL, 少く と も Niv( Cee A 
TA Qi BE) まで 和食 剣 を うけ な い 構 造 が 問題 と な る 斉 で ある 。 それ 等 
(RET, T NSICHRT HT LIMO, MH CHIC EO EER SY 

© fal T A IC ik 4, 

J) FRAIL A ABE OUEREIC HEL, EO LEA BORO ex 
EEF SY CHM OME ICKL, SNL FORM IL ARB ICH TC Nom tc 
HET So 即ち 現存 探 RIHLO LDS OOM A O_L AED ES Th 
©, 一 井 営 り の 産 額 も 多 BC TNO, THR alt & 母 居 と する 以上 , 上 
OER EDS DAAIARS CL CH, PRB MIAAKCAD MH CH BH 
BeceaV IC 1 hoo FKL IT ZRBPIASRMAY BT 2M Ch 
Do この 構造 も 未だ 不明 で ある が , HAMAD 6 Hew SIL Ad ¢ , Be 
(PREMIO OTH YD, その 南北 の 延長 も 一 部 の 人 々 の 想像 する 如く 
に は 大 な ら ざ る も の で あら う 。 

AK PE= EF ATP SSE bn << PR CALEB IC LER Fs cee LCA 
HGH LS ¢ , PAT ICE ICHRA LT, BG, 放 色 , WHA AS ROR 
堆積 物 に 被 れ て 居る 。 試掘 も 可 成 り に 行 は れ た が , BT ZICH BACH 
DV, €F7CEOMACIAHHEO [HR] CHZMICHET WA CH SZ, 

LOY ICMEATS 2 ESF, BELO MGS R BAD ERIC HEREC [Hk] で あろ が , 
ZALES YEE MOAI» FARO PG EU ORE TT WG DIC E OH 
も 可 成 り 題 著 で ある 事 は 第 六 , FS ORM IC HE Ci 7eill D CHS, GRC 
後者 は その 軸 頂 附近 に 次 色 頁 岩 居 を 盛 出し , PURO MARI 20°, HERZ 20°~ 
8° CHEICHRALE A, その 園 見 附近 に 於 ける 試 井 の 結果 より 見 れれ ば , 深 
BE BOK C LIBERA, = BOK CR ETB ICEL, 敷 ケ ヶ所 に 
EU KO TAO BERKS bLOBHS, VALET ILIL GRIT T 3 
Ki Hh CH 4 

EOI Ce ASRS RIC TBRS- CAL Pe PHIL HEOMETT PR TD % 
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が , TOME TLRS AN CH 3 TE AMMOW NCHS. 
NFS CALMS LOUREAAEAEBNT 2. BENICIA REY 
REO PMICHE T 2. 

AeA ROL KBR, -—R ASR ET ZGNE LOK} 
#04 (brachy anticline) に 局 す る も の で あら う 。 TOMAS cit be 
CRRA BILL Che Se eR HL Oo PR eh (EA Tae Li) (cH 
待 す 可 き も の で あら 5, CORMICLAHUNUHOWAFRAOEE € Be 
せら る ょ 外面 背 笠 が あり , 地 質 は 白岩 と 同様 で あり , TALE MHI SH 
BLBKT SOTHO SRCOE RMS FRAICHE LAS eAT bo 
CDS, ] 

CAUSE LIES MAS LNG 2 BE SAS, 米代 川 以 南 の 肉 川 ( 仁 鯉 
I) OMEICHIT 5B, BOMTTAROLEICME L, その 規模 も 大 
で ある が , HET, PIOBMB AS <<, HOPBMOMALEAR aie ce 
し , E7CRKBAO BREAK CH SZ LADREBDS FZ, 

以上 の ほか , hitO SAREE OPER, € 2 EIC HD 2 BELEATEPE IC 
SRT TSMASvGNEL, これ 等 は 今後 の 研究 の 結果 に まつ 事 と し 
CT, 7 NICIEMICIR RA Te SAE a LL CARPAL, 


ーー ~~ 


ペー 


cP ait Be RE BR 


~ 


Bak s ERSHR 
MB PE we kK BB 


fé 言 
北海 適 北 見 國 の 中 部 印 ち 石 北本 線上 生田 原 上 の 東南 に 営 り , 帝國 産 金 北 
^ 主 金山 , 東邦 鏡 業 生田 原 金 山 , ACHES fe FF LL Ae FH VERE, AR FRESE 
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昭和 人 金山 等 が 陵 接 する 。 こ と れ ら の 人 金 礁 床 は 種々 の 姜 る し いい 特徴 を 有 し , TE 

床 界 上 極め て 興味 ある も % も の で ある が だ が, 未だ 去 分 に 研究 せら れず , それ ら に 閲 
する 二 三 の 足 重 な 文献 り が あつ て る も , その 人 普 表 の 形式 上 , 一 般 の 注意 を 惹か 
EQ?) CD Bs ee ee Voas, 昨夏 (昭和 14 年 
8 月 ) 同 地 に 敷 日 を 費やし , と これら の 特徴 あ 床 の 概要 を 客 穴 せる を 
以 て , 前 記 の 講 文 献 の 紹介 を 築 ね と \ に 私 見 の 一 端 を 逃 べ よう 。 

mw 及 地 質 

COA ARTE POL UT, 北 に 向 つ た 北見 山脈 の 東 有 符 面 が , 4 2 
ホッ ク 海 に 向 つ て 次 第 に 低下 し , 高原 駄 を 成す 部 分 で , BABII, BAAD 
本 支流 は , これ を 等 つて 細長 沖積 原 を 連ね , Fo Ica BS EO BEE 
HLICSAL, SICA SZ RIA TE X HE TH SMBS, その 頂上 部 は 概ね 終電 な る 
BOK e BL, 地表 の 風化 物 が 長く 残存 堆積 する に 適し て ね る 。 そ の 海抜 
は 北 2 王 人 金山 第 一 廊 の 頂上 で 531m, BASU OBELMAWO=AMC 
707.9m CER Mlk WiC OR D> & — BEB ¢ PS EIBIC RRO TC 9% OS, 前 
FOE bat PHA Ic, 

WA SEL LU CHEMRO—ML RYO ON AAA, BR, KAS 
で あつ て , RALRREMANKEG, E* BARR ICL, 油田 地方 の 黒色 
頁岩 及び 球 質 頁岩 に 類 し , BRA AEB ICL CHD ( FEAT LO 
と , AKO FL OLMBHOT, MAILMY CHMOPKORAD 5 KY, Hh 
RRBLIC EDIE CLA £ OMIA AHECH 0, KR ILEL LCUM DBM 
FEED BA foe RSD, HE OMA OTA ESE TES 
0, AO fare BRO Sts TC LMHS 

ee aes ase られ , 右 英 粗 面 岩 に 類する た め , 


1) AOE HEM, ALL 7 EAU A, 鐘 物 調査 斉 告 (北海道 之 部 ), 
第 28 HE, 69~79 頁 , 大 正 9 年; ABE, NST, Pee oe lee ee 
SARS ASR (生田 原 地 方 ) , (AMBRE ICSE BRR PT IR AAS 65 HE), 1~30 A, 昭和 11 年 
SSM, IL FRU OH AOR ICE, ALE ARES % ik 第 "89 HE, 昭和 
13 4, 
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WER) ACHOORAEV IAD, PRR L CHUPEIICRS 


AL, TES COEDS “Bo DEAR IC LC, BLAS EIR A © HRT BE 
BEPC” Laie ba, ee, PAAR Ee TAG K—FEL CE 
RE SORE & L CRSIBIC AR SAL, 之 を 北 2 王 及 びび 昭和 金 確 麻 の 母音 
Zi BAL, COMET HIS HI ALAR ICT ZB ADAE IOS Az ET TE 
(CHRIS 4 SMA ORR Ak VEO LOLeHNTCH, 

然し な が ら , FER OP ICH Li LETHE, ABM, It 7 EMA OS 
SUM CHR ES BY OIL, FIC ATRLD SUTRA ES & , BR RR ES Ic 


第 = 


oY 
cx 


\ 


At ARK 性病 麻 RR PRAT hae 
Wea FA, A 7 =F Be LL BA SU ab, 2 a] 


CES 昭和 人 金山 第 四 塊 内 等 に 於 て する も の は 、, RIE Te % rita 


1) ATT EC HER EH, 2) FORO TT, AS FB AG EH, 
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LOLA C % , ABVEACE OIC, CGA HO HEX HL, Quercus, Fagus 
SS OUEST IB T AOPOLABS ENC OS, 

CHE ORD BAS Lb 7 ESR = 3 REE) ps eer Bae 
7eH8 V, TAL OURO Bee 1d PE OD FS = AOKI CH OC, 前 記 砂 人 金 江 附 
近 の も の 単に 上 位 を 占 む る に 過ぎ ず , 石英 粗 面 岩 は その 西北 方 495m = 
FO RABRLEAE IC HET 2 ICH P54 CH, 

然し な が ら , これ ら の 水 成 岩 の 一 部 は , HD CHUL «BALE BAL, dé 7. 
金山 製 錬 所 の 上 方 に 位 す る 沼 の 上 冨 天 掘 等 に 於 て は , FLA GAB OEE 
SDS et HAR Ze Sash ek LEDER OME ERE SL LORAEL 
LCHEET 3. WHELZEDMT ZICSICSL, HOE* COMICS 
行 な る 磁 面 に 浩 ひ , HUME RB SLT LICE), AKRA OEIC 
過ぎ ざる を 明か に する 場合 が ある 。 こ と の 外 北 7 EAE, 同 第 二葉 の 一 部 

© CU O34 LC HAMEL CC, ZC BEER & FP 7 O, FEO AS & OH 
造 を 保つ た だ まき 烈 し く 粘 土 化 し た 部 分 る ある 。 

COMO tHE KO SE OMIA IC HALL, TER EEO HO ze 
Ve TA NYSE IC IL, AMR 3 ER ORE & SLA DS, IL CALE BRT 4 
た め の 期 日 を 得 な か つた た 。 

i O = KX 

2 OPES RMR, Be HE aE ALS % OIC HIV HS, —lh_bFiA 
水溶 液 が , FO BI IC ABE, 水 長 石 , 自然 金 , 辰 砂 , BREE & IR LC Ae 
7B FLAS IE ARAN EHR C, Se RO — THIS BL et OBUOKBE EL & Se 
F7CPBIPIT bWRYET Bo 

Abit DIL OVE MOTD, BAO MUEIC LOT CALD 5 ONE LL HURR@ 
寺 砂 に 混 つ て その 一 部 に 集中 し た も の で ある ろ る 。 

AIL ED DS PROMI IB, AEE L CHEAT HS CHRNNE BAL, 後者 は 


1) 三宅 常時 前 出 。 
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KROGER C, LANE LC ICH CHA BIL, それ が こと これら の 金山 
ICH Tl, MOTHER IER CHS SZ, と れ 本 雇 域 の 金 碗 床 中 , 最も 主 な る 特 
質 の 一 つ で ある 。 
DK BR Oi 

硫 眠 の 形 駄 と その 配列 KICDL ( EMBGICHCMAT SIC, CO—HO 
金 礁 床 の 源 を 成す 金 礁 脈 は , 常に 極め て 小 規模 で あつ て , WS ¢ dk BS 
+ BEC, 30 尊 以 上 に 達する 部 分 は 稀 で ある 。 光 も 時 に は 敷 米 の 幅 を 保つ 
て 控 掘 そら れる 部 分 も ある が , FEN GILBS TOW EO MEMS EA ICE 
り , MILA ODICBKILOT, その 問 の 母 岩 に % 金 を 含み , 全般 と し て 探 掘 せら 
れる 結果 で あつ て , 一 々 の 用 は 常に 小さ い の が 常 で ある 。 そ の 延長 も また 
従 つて 敷 米 力 至 十 敷 米 の も の が 多く ,100 来 以 上 と 達する も の は 稀 で ある 。 

その 代り に , TNS OEMS HY CS ¢ REL, Ab 7 EGS 1 GF BST CS 
観察 すれ ば , IF 8 RPO) GEIR DSR DUO 7 BA EDC ACB 
His, COP ISRIAR IC LARD Pica Fa, HEOT, TIC AICS 
ET IL, BLOM LE ISAS, 何れ も その 幅 狭 き に 失 し , と これ 追跡 し 得る 
場合 極め て 稀 で ある 。 昭 和 碗 山 第 四 寺 の 内 部 に 於 て も 同様 で , た で その 確 
脈 の 走向 が , 北 2 王 第 一 硬 等 で は 東西 を 主 と す る に 反し , 昭和 に 於 て は 南北 
に 近い も の が 多い に 。 か く の 如 く , そ の 走向 は 部 分 部 分 で 異な る が , 同 一 謝 域 
で は 大 出 一 定 の 傾向 を 有する 。 し か し 傾 及 は 不定 で あつ て , 平面 園 で は 一 
見 下行 に 見 える も の る ゃ %, BA CMs HRAT 3. BD ORI C 
b, 眞 の 下 行 脈 で も な く , 或 は 下部 で 一 本 の も の が , 上 部 に 於 て 敷 條 の 平行 
WRIC SPA S % MA» MIVA, 

ALICE TS SAI AS) EE CH OD, し か も 外 ツ 敷 に 密集 する と と が 一 般 
で あつ て , TILE TC OHO MRAM OBZ Luan —o te Bo 

BikO=BE KICTH SOMME Sic, ORS OlstwkicHk 
HET SBOE A SRR CHS SBS, その 或 る も の は 特殊 の 含 金 
ALR, し か る も 後者 が 却 つ て 高 品 位 の 金 礁 を 形成 する 。 
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SSRARM 前 記 の 含 金銀 石英 脈 は , 主 と し て 石英 , 水 長石 等 より 成 
り , その うち 石英 は 常に 玉 錠 質 乃至 肉眼 的 細 柱 次 の 集合 を 成 し て 交互 に 果 
BL, HOB* KRAOMMALIEROTCLERBRL, E7eENEOKAIC L 
OTRAS BAA ROBEH MR EK SCLDCKO, ZEE 
EL CHAT IVEL, ARLE ~ BH RHEIMER & Fe LT IAD MRICS L, 
ERG O BRE ORL, BRIE ETT EEAR ICEL A CHAISE RL, 一 見 大 な る 
eins , PBS AAAEARIC SNA CAE L, 水 長 石 ま た その 固有 の 凌 形 断面 の 内 
部 に 於 で て! LHE Te SHURA EMICAM CHIEF SZ, THE OMETO 
PEO PNR IS SC KW a IC HE ~ FE SEE BOK PER TEM O eb CRN PER & 
FT S. LT OROTEIKH, BRP ope t DCH ba, 銀 は 往々 
RCL CMM ESSA, その 量 少 く , 銀 の 品位 は 金 に 比べ て 二 悦 以上 に 
達する と と が 稀 な 弁 で , COMOPM YS LUM CS D ,MWICHEOR 
SANE, BLEUE, POMS SRAE DS FL GALS 2S, その 量 一 般 に 極め て 少し 。 
含 金 水銀 白土 須 然し な が ら , 本 太 床 天 に 就 て 特に 著 る し いも の は , こと の 
MORRIE. FRORLICS 59, THEOREM AMA 
7 Eb — A RSA ICS % SLs (ati A) の 如く , 石英 脈 を それ に 路 
EP F ICH AS ETRICIROT, ZICHOTRET GHBb OK, また 例 へ ば 
AA Fos USCA 7 Seal (SRI B) の 如く , 右 英 脈 を 件 ふと と な く , IHWC 
存する 場合 も 極め て 多い 。 その 風化 の 跡 な い 部 分 は , ALA SER CRO 
MaKe EL, INO RAS RK A OBA IL, TALS ARRAS IA 
別 出来 な い 程 で ある が , COBME ARV T, WIKICMRE KE THOS, Z 
を 指 頭 に 康 砕 すれ ば 容易 に 微粉 其 と な る が , 多少 粗 欄 の 石英 を 混 ふ る 部 分 
る あり , 風化 し た 部 分 は 淡 礼 色 を 時 する 。 北 フ 王 , FO, 金 の 品位 


1) 渡邊 高 炊 郎 ABA 4 AS, 29: BAIS AE, HS 22%, 142, 昭和 14 年 。 

2) 三宅 常時 BIH, 
\3) COMMERLI( MS=SEK, COMIC “MMi LC Soh GRIT” 
“Been Bet LL CILRICIRSX SHO OID VY ERAR Kart Bento sarons& 
者 に その 意味 が わか ら な い 。 
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の 最も よい の は こと の 種 の 白土 脈 の 一 部 分 で , 北 2 BHAT FO — 


‘i CEC LARA LOR. Ie evar bo meld, 含 金 9,000 g/t (Ci 
= © 


a AEN b ASI c HPMRIA d 14 fei 
A Jk7 FEB-BE RACH d HRI? SEMOB HK 
B AB AISA ICR 3 11 THRO FEAR 
し , BRR pba CSE 7 Le RPE BAL 7) OO SMM BHA E Zc Wh 
L, CORFIT Ba PLO UISIC HE TL, ALIt BPRS AYIA 
L, REIS RHP BAM 7s WARE IC Da 
CORED EA. & Bia PICA T SIC, 等 方 性 また は 重 屈 折 の 極め て 低 
い 極 め て 微粒 の 集合 を 主 と し , その 本 質 を 未だ 明か に し 難い が り 通常 多少 
DARE OS, それ れ ら は 往々 六角 形 の 規則 正しい 横断 面 を 呈す る が , か 
る 場合 も 常に 不 規則 放散 其 に 消 光 し , 呈 つ 履 々 その 終 断 面 に 於 て は 両端 共 
CBAC NL, MEIKE TSHO AKL DPHIL FL Ch Bot 
SO ARO AMAL, HPQ IL BUS . ES) , HRCA HLOAES HH IC HEEL, 


Ei 
=e 


1) この 本 質 を 確か め る こと が 今後 の 大 切な 任 事 で ある 。 
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規則 正しい 何等 の 配列 を 示さ な い ( 第 参 園 参 照 )。 

金 は 通常 0.01 mm 程度 の 樹 枝 其 に 集合 せる 自然 金 の 微粒 と し て , 前 記 の 

Bi) ER BOE IC CTE Bt EEL, この 外 往 々 辰 砂 (cinnabar) の 後 粒 が 不 規 
第 s 


BS MK P GBH (x ca 100) 
q 石英) k Met Heh, < Rw 


WIC SHERI ML, R Pe Se a vA & PEF SS, ALICE OEE 
I HEL ST EASA. 

2 DR AIC, SOBRE ABI E 0 ICRI FLMC HEAL, 特に 高 品 
LOA ET T L1k, TNS OMROK 4 AE SHOOT, 他 に その 
例 を 見 な いと と ろ で ある 。 

た も 高 玉 金 山 等 で も , AM KET SIH OAS, それ は 概ね 石英 , 
氷 長 店 脈 中 の 氷 長 石 の 分 解 し た 部 分 で , 且つ その 産出 局部 釣 で ある が , ASHE 
(Clit 2 ORO ALIA BIC HO CHK VET (EA OC te &, £7ESD 
(ihe VATA IKE TAR eH EEVA A, T PPB FA IKEA GP I E wtb % 
と と は 困 逆 で あり , EOD BICBAET SZ AKOIEMO DVT I 7e HREM 
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AED, HEIR ADDI A E FICHE CS, ARO BIC. L VHB e Db SLT, 
tL DEE LC, ROA EL Tb, その 各部 分 に 石英 HO An 
を 見 た も の \ や うに 思 は れる 。 : 
RBOoER = OPOA-EIkOBIC—OOk Ane 往々 辰 砂 を 件 な ふぁ こと 
と で , 例 へ ば 北 7 ESS LO ME CUE, Anais CDE NENK KL TC 
見 せら れる が , その 量 一 般 に 少な い 。 
Pa ee ee ふら ぬ 北 見 の 各地 , I~ EA ESS 7 I 
2, VE RUBSEC S ¢ DAVIES BEALE BAT 1b BAS, TALE OWES 


7 


4 -EWR HO A wae (x 130) Ne ; 
BBR ROU 1 2 vy REE RRL (ATP IR) & BME 


A, Jt 7 “Kat Se 7k SRS LR & 2 UIA RIC EC EL SS EI, 一 つの . 
興味 ある 問題 で あら う 。 

BSOBR cN5 OPMICH CM -OitT NST LM, COM HO BE 
TD BIC HEY BAL SYROBZW7E TCS A Ib Ee 


t= [im 74 2 
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— AE EE LATA TELL CAHT L em LIT KALIL, 0:7~13.0g/t, 
平均 4.7g/t の 人 金 を 含有 し , まな た 北 7 EPH MIC Fs [SCC 最高 9,000 
g/t に 洋 す る 多量 の 金 を 含有 する 白土 脈 が , FU IC BRACE © Ba 6 
LS Ete ods, BA Cid MR PRS Tt 10~15 
m (CHOC 8g/t AMORe SH, URL L CHE SAL 7c, TF OMLOR 
We VE FREES FUR TC, FARM IC FE DAWA EL WER ORIR 
で あつ た も の と 認め られ る 。 
eK BR OK A 

TRL BRR IL , KPI IC HBke “CBE < ZL, BOGE SERB IT i a LOSE 
MEET SB, —* OVID /IHEE CHOOT, を そ を れ ら が 特に 集合 し , 或 は 母 

OEY & NETS SAA OIE, OE a き と 称 で ある 6 LD 

AIC EID OEM DEE ~ Te SOM Ik, 黄 褐色 の 土砂 を 産 し て 人 金 
を 含み , その 探 掘 容易 な た め , ILO EGE, HSE, ha Te, 生田 原 第 
|, 日 鐘 生田 原 , IB RUE BEBE IC HAC, BIC EA ICE BAL, RTS OR 
GERLECDS. CUMWSELMWMT, 4 5~40¢8/t, RC 30~40 g/t 
CHET ARLES, ZOE s BSC Her BN, db? HH ICH THE, と 
ALIC FE % RD HBTs Us, AKI E LCHRRE BAL 7c Ad BS. 

= DMD oe SOWIE, WHE HST Lt 5m Jy 15m O)F 3 lc ¥ 

, EADIE Z OHIMO'IC EIR BE Hee CHS. CORO Hepa May 

に し で 生じ た か は , ZEAE DHE, FORMEOBMAL, SHAH! 
や ぃ 深く まで 凍結 し て , 岩石 の 機械 的 破壊 を 助 く る こと 大 で あつ た こと , そ 
HOTZ OBR I, REI HD SHEP we lk AK UACIC kL GAL, 長く 現地 に 堆 
積 し た こと ぃ が 有力 な 原因 の 一 つ で あつ た と 思 は れる 。 が ぐし じ て 骨 壊 物質 
AS, 長く 現地 に 堆積 すれ ば , その 一 部 分 は 土砂 に 細 じ て 『 護 部 に 集まり , 一 
部 は 夫 水 に 運び 去ら れ , と の 際 辰 砂 , ERG, War ic ea 2 ET 
物 は , REE, FI vy BOE ORO Ho ape LIC, PEAY LAD IC AREA 
L, DiC AHIR KL 72 BO LGD S5IVS. 
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CORO BE PR ER SLORY SOMPGIC WAT HE, RE, 
FY Vv BANG LIS IRIE, FO 3, BRD, BORE Ca LL ADTR 7K BIC HK 
すれ ば , TH EMKLSY OME, RRS LICL, 特に を の うち の 
REPRO IL, 土砂 座 全量 の 敷 ICES. CUETO SAE HOM 
の 量 に 比較 し て 老 ふ れ ば , © OA WEI RT SIC EMIT EK B+ 
億 する 多量 の 母 岩 と , THEA SIRE LAC ERT ZICH Khu. 

z 約 

以上 を 要する に 昭和 北 2 王 式 金 確 床 は 漁 の 種々 な る 特徴 を 有する 。 

1. (RARE L CH= ARK ROA HC RIEL CHAM, A 
英 粗 面 岩 の 噴出 と 開 係 あ る も の と 認め られ る 。 : 

2. Re O— PILZ L ¢ BEL, SABI LX HEMEL CBS, 

3. fERO—MBIL KAT C, 一 部 は 後 成 的 で ある 。 

4. 初 成 臣 床 の 大 部 は 母 岩 の 殊 鱗 を 広幸 し た も の で , — EB AAS HC OE 
染 し た も の で ある 。 

5. FLGPICM PRED & PEORIL, AICS LOAM B WEY , RD TC BBIC PAI 
する が , 一 々 の 規模 は 一 般 に 小さ く , 品位 の 特別 に 高い 部 分 か , BeIt SR 
‘EL, Kit Rea OWE © FE SRO, 乏 を 有利 に 追跡 し 得る 場合 が 少 
TW. 

6. RMIRIC Hh 0, (RMS SEIS, その 組成 募 に 構造 上 標 
ANOS SUK EEE C BH BAS, 他 は 特殊 の 含 金 抽 士 脈 で , BERS HS 
ん さ ど 何 等 の 硫化 物 を 件 は ず , し か も 屋 々 高 品位 の 人 金 を 含み , 本邦 金 確 床 中 極 
ー め て 稀 な 種類 で ある が 本 確 床 で は と これが 最も 重要 な 部 分 を 占め て ゐる ろ 。 

7. この 含 金 自 土 脈 は , ま た 往々 辰 砂 を 含み , 北 見 中 部 に 議 遍 に 産 す る 水 
SRS & 02 BEDI AIRE & ART 

8. MRE LA OER IRE KO ZO UES RIC k OC HEL PPR 
OER — RAD HERIIEC, Se IEICE & AGRE SBT. 

LIND うち, PRAGA OD MUM B BED, Lid) SOKO 


at ‘Hf Tk 本 39 (39) 


SRARIRC I PAO RE LMM BS TL, ALICE x EW ELE 
Tr ATE, RK RRARED SADIE AS IC — It Ee MEAT KL Tb BT EME 
は , 昭和 , JE 7 EAR OSE PR Hh CE LOIRE GC, 他 に その 例 を 見 な 
いと と ろ で ある 。 


HATES DAS 2 © MEG AN be BAL 7 MUS EA, DR BK 
HLA, TA) ASB: Az BERGE LL A 25 BE FI 2 PU LL He A 25 CIC PRIA te S RE 
RP Bo ERASE ME te SAME ELH Bb 17 ALE ACER IRBUEIC TRAN TS 0 


EAM AICS SRI OBA, ARAMA — DEAS (SM AE 
AG) か ら 委 員 の 一 人 た る 筆者 に た 配 営 そら れ た も の で ある 。 


oy ee OOO ーー 


JCS FRA OER 昭和 9 APA -CHS Ae bd CK, — Hee AK 
SEU E Hea PML, Se FTAIPHAN OLN AE 9, SEARS AB 0 ETL 
PHISAIK XO, BRLALHRE ATER LO TRA YMC LO CHAPIMAWEIEL 
PEAS HIS LO Ce OPHFEIRPEAUY, SEG!) (Bipui) Om AIC YYO CHL 
SWI OMS FICL CHORAL, eye 1 ET MOAR ICIS SAE 
BMS. MRIS OAH 3 将 に 位 す る モン ルイ ビデ イィ 有川 流域 の も の と , EG 
所 の 西方 2 将 前 後 の 本 流 南 側 の も の と に 分 れ , WAIL AE CSE AMAL & MBE ad, 後者 
(ZF ARO & HEL, 昭和 12 年 の 名 見 に か ヽ る 。 共 に 現在 中 ESP VT ER ORES BL 
ERE GHEE Ui EOE EE & ARE Do 

BEV OMDIG(S MEd RUB ted eb , SSG) ERO BERL SIT, HOT FIO 
OPK CAPITA C, FSR BL, ATR BRL Cie PP SUS, RAIA 
LAXFMAO BANK OT, 谷 の 回 春 を 開始 し た る 結果 と 見 る べし 。 地質 は 主 と 
L Ci CUO OAFLA RUE D FAB £0 BOO , 礼 副 澤 の 一 部 分 に 
借 か に 石英 粗 面 岩 の 十 出 を 見 る の み 。 但 し 地表 は 笑 前 火山 外輪 山 の も % の に 類する 浮 
右 片 に て 厚く 被 は れ , 同 火山 に 面 す る 狼 面 に て は , 厚 さ 和 福々 10 米 を 超え , 概 ね れ 固 結 し 
CT TICE AE So 

HEAL BORE FEMME RIC LC ETE S 4 OILSE AMR D BES, BORE, AE, WE ARE 
Wk, WTP ERM IC WS BBB, AM, HPS © AOAC C, HS EMER, 厚 さ 
0.301.2 米 , 延長 550 米 , 上 下 少く と 180 米 に 達し 上 部 は 含 金 100g/t に 近 か り 


ote BRM Pe mm 40 


Ld, MERE & 10~20 g/t, Ut れ に 20 Kit BHR 28 45 MC 
明か に し て , FESLME SIC Bt BO Me, FGM OK: OBR ELL, Mile 
角 庶 構造 を 示す も, GHIAE IT BER KAS A CMM SALT, EMICB CLS HOR 
SIRE 2 USE BBE 22 FED, FRBICTA TIL ZALG IRC TEL KE FT 

FEE, AED BRE RIL Tt D BUH SICH SILE も, PERE ARS 
BRS PABRIC IB O CHA RICA, 形 不 規則 な る を 常 と す 。 TEAR ATE MAT DBE PRR 
LW STS LO CHR ICI, ICCC C ARI OL HYOL 
が , 昭和 14 4A Bj 250 EEF O HUSK AP RKO, tOAREIIERPR OWES, EPRRASL 
90,000t, (ILA 10g/t LE, HER 1 ICED SNL OES, 

. CERRRIAOSURERES AT RM AR BAN Sheer Oey 
AS, Bl (EASE L OAC SILO BEER CRT OHO, COU LER 
PEO LGC IAAL Eb, IRISBUE Z OAL] D LE EH WAS & PR < BEC DS AARC AAT, 
7ESEME IK DR BEL , Rida) ERIK RIS SC OWED ERS IK, “bh 2 BRL 7: SB 
bY, FROPIGIEHC, 砂金 を 探 堀 し た る 跡 な り と 優 へ ら る ヽ ぃ も, 近年 再び 乏 を 探 
AAS Dh dO, 古 IHRM UT AIA O PRE GASES KOCH AWEEE ONK YD Lo 
PRONE S OAM O FED APA AI A PHISH O CHR SIL, これ また 多少 の 砂 
Se? HE LAR 9 4EPRE EB te S REEL ED Eso 

その 現場 を 調査 する に , TET SO Ue PE Ne PILE & LC SARA UE 

Atk YO BRO ZIRE AMA IP ET ALE &, FO LEC 3~4 KES O WRB ph 
ty 0 At LPB OAM hts S REI L 0 PEE < , BALUO BEIT IS CHS ETF 
する 高位 段丘 に 局 す る を 知る 。 WRLC ORDA EA, HE KO 9 BRIC 
り て 容 欧 に 之 を 探 取 し 得 れ ど , 地 表 は 概ね 松林 に 被 は れ , 繧 湾 的 稼 行 信 億 な ほ 明 か な 
ら ず , WAORM BIL COREY ECS UOIRT, TOMBE OB WML 0 BIC 
FE OND D ERM DZ OBB 

北海 道 の 水 銀 硫 床 ILE O PHM ABT D SA EGON IC LP 7 O, Bb 
の 水銀 を 突 す る こと は 古く より 知ら れ , BVA OMSs 6,227 AME LCR 
せら れ , 北見 の 北 の 王 に 於 て も 覚 て 乏 を 探 取 せる を, 何れ も その道 大 な ら ず 。 然るに 
VEAP ASR Wy gee Hy & Sorc a cane 2 We DO IKSR RE ACARI 
EL CHB ae AL, REICH NES 4LODOAILTHRONNLS 

TEAR ATED be, 執 多 確 山 (日 本 鶴 素 ones 同 Ed) ARR, FEB 

上 川 郡 愛別 村 腔 別 磁 山 (APES PESL aL), AR ESBY LNA PG, FRE ( 東 

PETS ESE OT ik loca aoe b A Ho RELL 
Rin % ar Ab 2s ABU SEL TE 7 BUBRO Beh 2 BEN, AGRO HVE % BEML 
d> Y (BEBE, 
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RDS Rittms 


6070, EF AROBUBF AOSHH 
Parrish, W. 

Hit P.O; 29.29%, SiO, 0.27%, 
C30, 344TY,, La,O, 33.19%; Y,0, 5.08 
%, CaO 0.34%, MgO 0.22% te B (LB ne 
SERS SEF AAC ® CHM, 


Weissenherg 7EIC kK V THO XN FMP 
FERATORV, HR Hia a。=6.76A, 


byp=7.00 A, cg =6.42A, 一 76°50^ 比重 
の 詩人 筑 億 5.06 に し て (La4aj9, Ceajg9, Y1/9) 
PO, の 4 FEE BH, TO [REL て 
な る こと を 確 め た り . (Amer. Min. 24, 

651~652, 1939) [高根 ] 

6071, Phosphosiderite DH Mc- 
Connell, D. : 

Phosphosiderite FePO,-2 H,O (本 誌 
AR HBSS 6035 TA AB) (x a) (001) THD BI AR 
が a tic HEL te S i Ic BAL Cia WR 
MIs, c Hic BL Ch HARE a IT, 
b) WATER ORISA ih & HAS, 
HR P=89°24" と ょ よく 調和 す 。 よく せく 
BET O Kish SAA BB ICO CR 
SHS, Cc) HAVELBA BW RBe RST 
Lt, XAcH+3° 4B AKU CH 
來 溝 狼 品 系 と し て 取扱 は れ た り 。 Mala 
(010) KUL (100) DF VY =zBink 
UFR IN Bi HR IC LC ORAS > 1c 
58 Bhiik AIC BS S CLEMD, 2EO ER 


xy ar る 結果 を 参照 し CHRO 

WTA APES り 。 その 格子 恒 敷 は 
ap=5.20A, by=9.79A, 6o=—8.67A, 48 
は 89°24" LL CX MABE EC HBR 
り 。 COMPLRF AIC FePO,:-2H,0 の 
4 分 子 を 含み , EO it i lt 2.74 な 
Vo MRSS ( Ch な る も の の 如 
Lo (Amer. Min. 24, 636~642, 1939) 
[高根 ] 

6072, 酸化 PRI AMORATE 
Hibben, J. H. 

(NR, * RM, BEE, KURO (het 
at eS 28 HARDEE DS, 7 ラマ ン 効果 を 
FAO CHEF Mirek ABs 型 の 分 子 
に し て ,D3n DRS AL , AEA PUM AB IS 
C-H MEM & ART A RMB WIS AR 
MPF ICED HF, PS AL Cov OAS FR 
EADS WRENS OO Ae RS SEIS A HZ IC 
GSC ILM & A AWARE & IC PARED S 
b, MEA REICH VT TORANY parle 
BO, 1472 BO, HLOANZ Pr E 
YD PB 5 tr, iM RoE & te FARA Te 

0, MOF OAS b ILM RE AD 
それ に 類似 する 4, 酸化 砂 素 の それ と は 
全然 異な れ り 。 (Am. Jour. Sci. 85-A, 
113~125, 1938) 〔 大 森 
60?3, Piedmont it! RAPOBERA 
OF ir: 

ペン シル ヴァ = ニア 州 ピ ー モ ント 地方 の 
Port Deposit © 4 fitj (Ak 2, JA EE br 
Wiles 2S He at ICS BSS A D SIRBE AR 
UV, その 色 裏 物 は 雲母 , AM, MRAK 


年 
“AS 


Ee Vi, 


Ingerson, E. 


Vir Yd, —ZOAF MIC ALY Ss Ss tate 
長石 は ある , “方位 "(trends) + AT, Ht 


> 2(42) 


a BR DR KB 


$e 42 


ARC It RAE L BN AEN E YH 
FP HABE IC EAE ZI SE I 


は 非 ず , 長石 の 結 品 格子 に た による も の に し | 


て , 匂 成 作用 の 一 時 期 を 示す に 過ぎ ざる 
事 を 引か に せり 。 叉 か ヽ ゝ る “方位” を 地 


質 時 代 の 決定 に 衝 用 する 事 は 不可 能 な | 


V5 HAE ORM ( RS IC | 
入 せ る 溶液 の 熱 水 作用 の 結果 生 ぜ し ゃ の 
ft BL, (Am. Jour. Sci. 85-A, 127 | 


~141, 1938) (AA) 
6074, Alué の baddelyite Ic RET 


Eckermann, H. 


FAAP AEE Alu6 OBA A | 
| NESE OBS ARR IC BEIT SAMS Were Ss 


RHC FHMEP) baddelyite (ZrO,) の 産出 
が E, Hussak O9RB YA MSH TAS 
DS, RR OC WII RAE AHR IS (EBA 
1% REA GENIC LPB SYST, 6% 
らく Hussak は baddelyite «3% SAgic 
極め あて 類似 せる Ti に 富める melanite 
LA SRSEXLER~KE り 。 (Min. 
Mag., 25, 413~44, 1939) [河野 
6075, MiMyYy AY VA Bowley, H. 
西 党 洲 北西 部 に 位 す る Tabba Tabba 
vy Ry  RVYEXPUK Y GBH 
ペ ゲ マタ イト 中 及び 長石 ペグ マタ イト 中 
KUL, 05-2 Jom OA APU を 
RSM DV, WHEL (PH SY, 
AL by FRR AE YD © (ER oP & BRICK At 
C, LOH HERE ES HI, 2H。0O 


CaO'5Al,0,4Ta,0, LVRS OL | 


HBO b So WC — ARM + BBD, Wa Be aH 


地質 調査 所 長 Simpson 氏 の 名 を 取り て | 


simpsonite と 命名 す 。 (J. Royal Soc. 
W. Austr. 25, 89~92, 1939) (jE Be) 


| 
| 
| 
| 


| が 必要 な り 。 最後 に 
| 事 が 審 五 の 偵 値 を 高 む る も の に し て , 多 


YYT YY RO X Hw Taylor, 
Ty Eee 

ATL ANT fh RIC BL, AS (GFR 
ZCBArSARw EAD, ICES 
る 原子 面 間 の 距離 4.5A, FEIC ETT Te O 
ゃ の 同 62A tev, (J. Royal Soc. W. 
Austr. 25. 93~96 1939) (FEBS J 
6076. RACH T 片山 信夫 。 

BAOBR SSMU SL aH, i 
久 性 ある 事 , 稀有 な る 事 の 三 跡 に 要約 す 
る 事 を 得 。 之 を 更に 詳細 に 考察 する に , 
美 さ の 中 に は , 浮 明度 , 光輝 , 色 , 特殊 な る 
KAW BROS BRD V, BADMAKIL 


So MAPREL L TIS IDBEAY IC 1S RBED FE 
分 高き 事 , (CIC IE EE FFU HE 
その 産出 の 稀有 な る 


量 に 産出 そば その 偵 値 な 浜 減 す 。 か く て 
ASL RAO, RY XC 
b 普遍 性 と 永久 性 と 有する も の な り 。 
(JhE, 51, 350~362, 1939) CAA 
6077, Ai BRAC kLSAPKCED 
Si5SELE (HORM Merwin, H.E.; Pos- 
njak, E. 

WEDS, 1 FLO HERD 及び 風化 せる 岩石 
FIC PEL S HAE, 其他 D BRAD IC HE 
FRAY FE RUBRIC k SAE ETN 
Yo Hibik hh CHM Ske, a fa 
折 牽 を 測定 する は 不可 能 な れ ば 集合 前 全 
Hi L COMPBtEHW EL, Zt RAM 
Pras (aggregate refractive index) 2 #R 
LNzp ik CHT HABER, zs 


KRA-EOMKS SYS d MMO HR 


4a 43 pb 


ot 朱 3 (43) 


ACA Y, RHLORME MS 
PICT TK EU RAE BRICK 
£Y 1000~5000m の 深海 より 得 ら 5 られ 
KOM PKMAR A, ALE, 石英, 
KVP, €veV uy 4 PRBABRSE 


TOP IKD& Tit~%e り 。 (Am. Jour. 
Sci, 85-A, 179~184, 1939) (A AME 


SBABR AUS 


6078, REOFERE Nichols, R. 1. 
Palmer |i 9 4 ® Alika TA ets 2 WE 
究 せ る 結果 , 流 下 の 際 turbulent flow を 


Tet VL OREO PK TORE IK ® | 


15 ite 0 t Be YU, Becker % 同様 に し 
TA I 4 D 1840 FEE Fie D ARBE (k 60 1% 
と の 値 を 得 た り 。 し か る に 著者 の 研究 に 
依 れ ば , 此 等 の 燈 岩 流 は turbulent flow 
を な さ ず , laminar flow を な す 。 政 に 


Jeffrey 式 に より その 粘 慶 を 計算 せる に | 


4.3 x 104 poises, BJ & Palmer ® {iff 
287,000 倍 な る 事 を 知れ り 。 この 値 を 
Mac Carty 燈 岩 流 に あて は め れ ば , 
Jeffrey 式 よ り そ の 流下 TE BEL ERG 4.8 
MELTS, 更に 此 等 の 値 よ り , 毎 時 1 億 
74 BEIT IR ORB AS OE HY LB Bae 
Y, (Jour. Geol. 47, 290~302, 1939) 
(AAR RED 

6079, ERBPICHG ZHRAOBHK 
よる 集積 Fuller, R. LE. 

Av a yi} Steens Mountain 地方 に 
[k=O KKAMHRY TH RET, 
4S Nee Hide D JZ & 1k HE 50 OR Fe BE Te Vg 
% DEP USO WA LES SAMIR S 


1~2R OBE BLMBASL, La 
BIKE OD LORS? id AE ARE eB 
時 に 岩石 の 30% & ite, 上 部 た 行く に 


| FEOT A OBE PCE AE (ICIS CHU 
| 最も 少く な る 。 COLES EATNS KK 
REV, Fh AIGA, ~-—~ 4 Pb ALS | 


EDS B He PE RIL OKRA © AG & 
L , BABE Bc Fg te PRB ILS FEPBD CX 
MRKALVY ERMA LEERBL, CO= 
ay DSA (bl %& HE 1 BPR (LY a ZEB Te D 
We AT. UESEO BE bY AAR GE IC 
BS Clk HE Fase ic kN BRAS S BEAN 
か な り 。 ALI ELL CAO PH 
度 の 小 と な れる 所 た に 於 いて 行 は れる らし 
《 , C DBRICTE T, 土砂 が 河 の 三角 州 に 堆 
REF SIC PMV, (Jour. Geol. 47, 
303~313, 1939) (A AME) 

6080, Brack senoeTye (Creep) 
に 就 い て Griggs, D. 

“Creep” & (a femeia, qa % $h~ 7 
SGRICAF 3 MO RIB le 5 AIG & 
する 。 WHO BIRCH S THEO PEERY), 
下 の 歪 力 を 以 つ て 岩石 の Creep を 測定 
する た に, 筆者 は 三種 の 装置 を 使用 し , 礎 縮 
荷重 の 下 で , 長 き は 550 HICH S fiz 
時 間 を 以 て 雲 験 せる 結果 種々 の 場合 に 
flow %#Rir, bbOMeETGDS elastic flow 


及び pseudo viscous flow © fio ay 


| KURS xe RRNIK URL, HO elas- 


ticoviscous flow I< fd S Beas , BEBRIC TE 
LSHKS, MRM AH AARSBO 
Dip b TH, RH ROBO HH ik OZ 
SEPET SLO 8 Sor teihetV, 

(Jour. Geol. 47,225~251, 1939) [加藤 ] 
6081, Montana | Highwood Moun- 


抄 4 (44) 


OAR OR 
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tains の 火成岩 Hurlbut, C, 5. 

AS hd IC (XHABK O AO BEBE YT faze 
も ERB SHO WIC REAR S BOT 
Vo Fe ABATIC BEI 6 AL REO 
PALO ER KY 1/5 は shonkinite 


ICL CLOMPNMCNRAD UV, 筆者 は 紫 


AED BE adh L , RV CC DRED Th | 


MBX VIRMCRSOR MICO es CHAOS 
He DPW 7 EAT O % DBR OARRE & beat 


り 。 そ の 結果 上 部 RUE XR shonkinite | 
| タイ ト を 更に 遂 常 品 渦 マゲ グマ タイ ト , 紅 


kh 4% ERBICFT (ICH TERK ET, 


[ARE EHOW Lew Ate SRE 


Vo MEA IE CT ORBLE VAIO ERED BK | 


央 を 論 ぜ り 。 (Bull. Geol. Soc. Am., 50, 
1043~1112, 1939)[ 短 内 」 

6082, 西部 オー スト ラリ ヤ 西 Kimber- 
ley WRORBAKES4ERP ORD 
WHT Prider, T. 

Faywa-—-Azbh 7) vypy Kimberley Hh 
5D F148 G-lamproites O HF3E lz 1937~ 
38 年 Cambridge © 4) HE Ee SIGHS TAT 
は れ た る が , BOM O HERD NHR SL Br 
KV, その 中 三種 の も の は 岩石 より 分 離 
LAGS BEE ATU 2 0, PRIS BRE tr 
SHB Me bh, 
phorite に し て katophorite ic Bi Iii > 
SH lim te Y, (2) は wadeite に し て 
新 K-Zr FERPER Tr 0, (3) は チタ ン に 定 
め る phlogopite なり 。 magnophorite の 
化 課 式 は 
(OH,F),.94 (Ca, Na, K)9.45 (Mg, Fe, Ti, 
Mn) 5-99 (Si, Al, Ti} g.,90o. の 如き の 
で あり , wadeite O(ELBKlE 

K9.95 (Ca, Na) 9-95 (Zr, Ti, Al) 1.23 (Si, 


(1) は magno- 


Al)4.99Q12 で あり , phlogopite  fE 

式 は 

(OH-F),.93(Ca,Ba,Na,K) ;.93(Mg.Fe”’, 

Fe Ti) 9-92 (Si, Al, Ti) 4-99 19 の 如き る 

の と な る 。 (Min. Mag. 25, 373~387, 

1939) [河野 J 

6083, FBLA OEMARRON 

グマ タイ ト ( 其 の 28) HMB, 
AMICH TILE LL Chi 7+ 4 

ト に 就き 述べ た る が , Balt wiwW~ 7 v 


HE ARIA 7 +24 ROE ARI 
ペグ マタ イト に 分 ち , 上 品 洞 中 の 各 碗 物 に 
ORPPEEFIN VU, Miki <7 ~ 24 
bHOpwWs LCEERA, AK, BRA, 
Fv UN SSET:, BAR , Ai A, PREG, 
MA, WAG, £7 ay, REA, REA, 


2A OR A, Bu a, AEA, Re 


写 載 し , QAR AMIS Ty ZA PLY 
SHE A, He HS, REEL EL, EG, TE 
A, RRA, SANA, Mokih, 2b Ae 
aml, BRARIANST RT b LUE 
BA, ERA, AS, HE, FY INS 
H, HEH, RA, 苗木 石 , サ マル スク 石 , 
7JarTyYY Fi, WEA, VPIUVYA,S 
Ae AMV, (Sh ARE, 46, 503~ 
518, 1939) 河野 
6084, アフ リカ Jebel Sarro の 火成岩 
類 の 岩石 塁 的 特徴 Ghika-Budesti, St. 
アテ アフ リカ Jebel Sarro 地方 の 火成岩 類 
は 中 粒 に し て , そ の 主 成分 は 石英 , 赤 褐色 
Din BS Ay TF th 4 ORHE FRU Hi RE 
AIC RAB LVRS. BEALL ¢ 
AEE EEE XU RRVE BETES & Bett } 


wm 45 bb 


中 性 長石 に た し て , 加里 長石 は 微 鈴 長石 な 
り 。 ミ ルル メカ イト る 多く 在 し , 三 三 の 交 石 
In 495 Bic Be Y Akkan’Ouliho#G 
は charnockite #o 4E fy FA KEI LT, 
Jebel Sarrom .% w |x mangerite #0 
AERA AICS, MESH AD Y 
COR AE VY, (EBT RU RABI X 
り 容量 分 析 の 結果 を 掲げ た Y サ 。 (Compt. 
Rendu, 207, 1056~1058, 1938) (AA KET 
6085, Sparagmite 6% O@R(ER 
Barth, Tom. F. W. 

RB 7-72 oO = -OPBM DICH 3 
sparagmite Ot (FICO % 4 BBY 
研究 を 行 へ り 。 印 ち 同 地 に は Osterdal に 


WD 3 AR TEA & BRD XS sparag-| 


mite k£ ) , Gudlbrandsddal  sparag- 
更 ら に Opdal Ke る 
granulite LA AIK HSI OF BNO 
{EAS FEIT IBD bS_ COCEE TH KY 
SL DIC, SAE (EDO (EB © SEE IS 
借 少 で , 唯 , NagO 及び Al。O。 の 増加 に 
ょ りう り 特徴 付け ちら る 。 BE) & A sparagmite 
は NagO に た とめ る 溶液 の 漠 入 を うけ た 
StOKL CMTS HICHE AOWMe 
Slik % © FS te 0, (Norsk. Geol. Tids. 
18, 54~65, 1938) (A ABE 

6086, Cheskaia Bay の 玄武 岩 Sazo- 


nova, Z. A. 


mite slate, 


Barents-See th ODKRBMIC OF | 


細 な る 研究 を 行 へ リ 。 CHE OBB 
に Beljankin 等 に より な され た る 如く , 


4 DOR) oy OF & FH, YS analcime | 


basalt, mandelstein-basalt, palagonite- | 


basalt, 及び olivine ##%X S basalt 


oO 5 (45) 


の 四 者 な り 。 palagonite-basalt は 更 に 
2 型 に 分 た れ た り 。 RREOKRHAM 
MAE BEL SY TO th BHICH Ts 
Beljankin の olivine basalt に 類似 す 。 
本 地方 の 玄武 内 は シベ リャ の 高原 性 畜 式 
岩 に 極め あて 類似 そり 。 最 後に palagonite, 
chlorite, analcime 237) A:ASIC Ht HEL Y 
ALU AS © OPREPE S BEA TOMBE IB & 
Y, (Trav. Inst. Pétro. URSS., 12, 107 
~152, 1938) (A AGED 


Bk S 
6087, ケ ペ ベツ ク IVI -FY SSR 
er DR 
AMER |Z Porcupine, Kirkland Lake 


| Ors as D Heise LZ L, = A © MRE 


り 成 る 。 a: SEMRR it Temiskamia #20 


| MD AERIC DV, % oF ze Hv 


|S BTA 2 OTR D BTEC TAU CREA LO 


PEA % SL, BIC 2% RVG IS RAL SI 
TL ¢ 45 BE IC IB OC BEELER FT IL a, 
VD. CORA & Bet 0, ICL CHO = 
ARO PRA IL, DEA BU FE(E Bh te & Bop 
eBid KF~r RA PAOV.OIKLT, 
PEPE 的 に は 重要 な ら ず 。 
84, 495~523, 1939) (ERE BS) 
6088, BHN77 BOSERBEK 
Ske 
ABBR 4 74S BWI CHAR 
WARES OS Be Hea 6 RMD 
Y , i 2m Bi IC Tc, PVRS RR, BESTE, 
He CESS & Ppa GLE BR IC Tit 10g 程度 
Dark Ate dh, ERIS MMIEP L, また. そ 
の 東方 海星 に は 砂金 を 産 す 。 


(Econ. Geol. 


Fa LL A) 


抄 6(46) 


phe Rs 


#846 


また 各地 に ボー テイ ト 硫 床 を 有 し 、, ii) 
ETN 3 BTLOFic kV HICH SH 
VNNEZ AF Y HN TIEROMPF Ic AR 
RRL CHET, 

\ RRR RR as #5 8 72 2A ae Hs £6 Hh let 

(2S 2R)—RIRTER JES 2R)\—4B 
SLAGERR URS 3 R)—P (ees 
MK VCS FL ABR OIZS 30 Ric 
達 す 。( 熱 状 産 業 研 究 所 薬 報 , 38, 14~17, 
1939) (HERE I 
6089, Wy ORRSIGEL © PRR = VIL 
aA AT ak, 竹原 ホー。 

APES y TV URR EL CRANES 
の で , WRAL L CARA, BEL, 
方 解 右 , SERB, RICA, ER, HAG, 補 
SOR, BESTE KV RY, CO I RE GE 
08, $+-=»7 GR (?), taraspite を Ba, 
= ッ ケ ん は 一 部 は taraspite th, AILS 
= ッ ケ ん ル ん 蛇 絞 石 叉 は 同 終 泥 石 中 に 含ま れ , 
AOR SREB O I (bIC KOTHU 
eh Ki =v rr e eES TRG 
Eka © REBCA (EES © fi LA: Ue 3 BI 
AiR e TRL, BIE KRAO HAM 
KOC ZEMERCA ILS 6 AR ORUW 
の 作用 に より て 生 ぜ る も の に て , 
OPAEIC LY CH AED SERRA 
KDE Y, (ANGUS BE, 10, Nos. 
S~6, 1939) (HE) 

6090, MBS aEROK RR Le 
FRB 

FATE A PAB IK SS TF RRL 
- URLFAN AR BF AP IEC HST, FB a 
A (ARHEK) KBD SM LU BRU O 
基 座 を 成す 花 答 岩 中 た に それぞれ 一 の 水銀 


その 後 


sae Ee RPO’ OM EINEO BR 
母 化 を る 部 SP EEE L TC ew & TR YEL , 
KEE OD HAZE 4.38% , 最高 11% 以上 に 
SET Sb MEY Ts SC, meer 
figs iC bY Can RR ( , 共に RRA 
(icZl (He IM sh By BE ie 1~18, 
1939) (HEH BI 

6091, WOW BIR Jase 
附近 は 主として (1) PS Re HER 


Pic & PRB © 4 ES, (2) He 
成層 た る 上 部 御坂 層 , (3) TH bICBEA 


26 HRAKA, HERE, HRCA, Zell 
(4) SH bE REBT = 7 wees ese x 
YRY DRL TO > DRE HICH TS 
P PRGA IS © TER Ic Ae UC, RRR kG 
AMRRLAT, ORELRAORR 
EEL —EE(K— PoE BIC kB BAR 
PIE O PIR — FT BORK URE VERO Mi 
KATlinrkeV, Hi G, PHMICZL ¢, 
Bi CRICSD HES VY, EE BIC RS 
SEK CMNFKRORMRKAT. (地質 , 
46, 523~534, 1939) (7A) 


Ah RK SB 


6092, SBRICLSiho, LAOS 
Kossyguin, A. I. 

(1) THEA, FORTE > ey NI 5 Pi Sit 7k D 
WE7NIBIC K VARS (2) th ABR RIC 
BSC C OPAL — 72 ICI 3 AN 
Ooh te CB LE te 7 Ae RT 
) BEKC O wR Th BSE Ic 
EL CLMRCSTEME Rt, (4) 標準 
TBS TIE e FES ANKE OD FE IC HEE SS 


TE Dic LC, 標準 , ATE, AMR Ce ASK 


bq (3 


線 47 抄 


に より て 表示 せら る 。 


但し P SARA fic, A rch PREE ( 米 ) 
t+, (5) BURGH BBR St Mce 
れ に より 油田 を 分 類する を 可 と よ と す 。 印 ち 
著者 に よれ ば (a) BEM Ah A Ua YF 
RE $2 2S WS Yh FH FE DO 7KME fie IC HEI T SY 
含 に し て , (b) ree B AS WIR © Bi ay 
Ris He cara FS % OCH L, (c) 
EG TS Yoh FE es IC FFL ant i DS PEER IC HE 
HF S.LORV LAT. VKW DB eIC 
Wie ot bao SIAM AL CHR 
eat tS %& OV, (XVII. Intern. 
Geol. Cong. Abst. 35, 1937) [高橋 ] 
6093, BRL Y AAICKU SEE 
Dakhnov, V.N. 

YO sb BYICHS Tix 1929 “FDL AR ESA 
ARSE (electric coring) % FRhfiL , 1935 
ABIEVCVL ISA EY ZTE KOS, BH a 的 に 
これ を 人 行 ふ に 至れ り 。 そ の 結果 と し て 
(a) HIRO PEAR & Fee , 油層 た うり 得 
wy & SFL PEN Mee AL (b) 多く の 油田 
oS CCH, ih, 7k le fr AY PE < 
(c) fay © [WAS © HEM AE HE (A) yh As 2D 
IRUL DO ZEHA (e) MRA LE OPE & FET Tih 
ARETE O Hei & WHE te b Lt S WI TEPED 
る の な サ Y。 

今日 迄 の 業 忠 は この 方 法 が 総 大 な る 債 
値 を 有する を 示す る も , 或 る 場合 に は 謎 法 
の み を 以 て 足 れ り と せ ず , 附 加 的 研究 を 
要する こと あり リ 。 rk7PAI TESA EROR, 井 水 
DK TNE, KO 水 下 的 地層 標本 の 探 
阪 等 の 方 法 を 使用 すれ ば その 効果 を 増 汰 
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し 得 可 し 。 (XVII, Intern. Geol. Cong. 
Abst. 34, 1937) [高橋 】 

6094, BRAC Sih RR Koma- 
tov, S.G. 

(1) 電気 試 鑑 法 は 油井 位置 決定 及び 含 
Th BE SLICE SEMA ICL, そ の 
FASE LIL Th AA IC MES, (2) 
TASER IL RSE IC A SEL, 
に 於 け る 測定 材料 に ょ うり 決定 す 。 (3) 倉 
TH NG © FE FAA A IS HY NO EAR BE & REY 
水 の 量 た よう すり 一 般 に 決定 され , Hit He 
防府 , Br BE RUE AEA SS (4) Hh 
IG O EIR RET SBS Ee pice 
(LO thier £ VMI ICH S Ate Fn 
OWE CEE BALEML, (5) Br 
AMR OPED V Ope & WHS EH FO HE 
HLICK YV RARMK & EL Cae 
(Re RELB, それ 等 の 材料 は 油層 
に 於 ける 含 油 量 を 定め 得 可 し 。 (6) BH 
BASE © Hes HEL AE et fed K(k ES HER TA, 及 
び 油 層 の 等 厚 線 岡 と 描出 そら ちる 。 (7) HK 
i Mik SE LL CUMBIA 3 Fh A OBE 
& WL, MS BR clk lh ee SK 
知 せ し な る も の な り 。・(8) また 或 る 場合 
ld THI © PEAS O SAD PB SY Pewee L 
fe ayPL, (XVII, Intern. Geol. Corg , 
Abst. 33, 1937) [高橋 


a eA 物 


6095, FAP ART HEOMD 
Herold, P. G. Dodd, C. M. 

FAT RT HHL 400°C た に 於 て 鋼 玉 
Ly-FRIF LECT, y-THEFTKE 
kD Fea C CHARGE 1c BAEL , その 一 


ts 8(48) 


a AR RR 


部 は 洗 離 の SiO と 結合 し て 1150° に て 
は mullite を 形成 す 。※- 線 分 株 に ょ れ 
ば 銅 玉 の 早 位 格子 は 400" と 750° の 間 で 
WREOKS E39, Bic MAM SO 
LAM AKHROIAOKS SIC hes b D 
tev, (J. Am. Ceram. Soc, 22, 388~ 
391, 1939) (#33) 

6096, 海 城 街 附 近 の 窯業 原料 を 産 す る 
2~38 の 岩 腺 に 就き て SHH, 

iii TH PE IR BS PAE IC LPR PEM A OS Br 
BEL COPBSA EET SL ODD 
bt, 原料 と し て 用 ひら る ょ も の は 長石 
(Or75 Ab25 位 ), 石英, AKA, RUF 
ラノ ファ イア ー な り 。 HEOR De ES 
る 上 岩 脈 は グラ テラ ノ 77 AT — BAER 
ASME IC LC, ILE ORAZ SE CH 


Ai ARRE OL SEES & ATO, OBESE | 


RELL COMBER EL RR, 
(地質 調査 所 BESR 7 BE, 1~10, 1939) 
(A AED 
6097, HFBEAML L COOP FFIL 
Weyl, W. A., Pincus, A. G., Badger, 
ALE. 

hiF OR aH LL COW T FFE WIE 
クロ ョ ロム と 非常 に 類似 し を 作用 を な すず 。 普 
通 そ れ は 線 色 を 時 する が , それ は 3 Ho 
DIFFU BOREL SOUT FHFY 
AOREBLBABLESYORV, アル 
カリ が 非常 に た 過 和書 と な る と き は 無色 の 
SIPFY AMES 5 特殊 な 條 件 の 下 
に solarization &47 3.2 24m wr 2 
ヂ ウ ム の ラベ マン ダー 人 色 を 呈す る 。 著者 は 
叉 燈 融 や , AF BS OFF ICD 3 YE 
に 就き て 論 ぜ り 。 (J. Am. Ceram. Soc. 


22, 374~377, 1939) (FEB I 

石 ik 
6098, 無煙 岩 放 の 成分 と 燈 融 温度 と の 開 
係 Palmeribery, W. 

‘Pennsylvania 48 #2 8 fi & AAU, Ie 
1.58 © CCl, HR THUMBS & De 
部 分 と に 分 離し , この 三種 を 試料 と す 。 
Kor PO Al。O0。 は 当 流 部 分 た 多く な りう 
SiO。 と Fe。0。 と は 沈降 部 分 た 多く な 
bo HERP LRH OBERT ICLTEH 


含量 は 常に 96% 以上 な り 。A.S.T.M. - 


TRICFED TRO SE TEV , IM BIE Meeker 
VARRIR © FAS+, Hl (5 ES i BER IC 
依る 。 

(SiO。 十 Al。O。) /Fe。O0。 が 大 た に な る に 
HE OFA BBE IE LFS, COMA 12 y 
上 に な る と | 2,900°2F 以上 と な れ 05 美 
海部 分 の 放 は 何れ も 2,900? Ck (LRT 
せ ざ りき 。 (Ind. Eng. Chem., 81, 1058, 
1939) ( 根 橋 】 

6099, 北上 川 流域 の 亜 炭 層 
BS, 土田 定 奈 郎 。- 

TE EJ He SRE IK ZED SE XO, FE ZS 
JTC BS HSS HO He BS HAL , KO 
如く 将 比 序列 せり , 但し この 5 らち 1 に は 仙 
Se, 2B, 3 は 清谷 , 4 は 若柳 ,5 は 一 
Bl, 6 は 平泉 則 屋 堂 , EEO He 
EL, AGE OME BIE TOMALICHG OK 
如 或 は 不明 を 表 は な は す 。 

FE) a A HE fig 2 中 生 層 2 a 

jax, 6,7 
HER PER CUE AU eB get 
AOL? BHR? FATT) PURE (HE 
we ee) 
UR ANS iio = 
ny 


島倉 己 三 


= 


#8 49 + 
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瑞穂 中 部 凝 放 岩 (秋保 1!) A (A 
澤 +) 砂岩 ( 三 ッ > 谷 ^ Hes AA 
毛 *) RUPE (ie 4R° AE RS) 
瑞穂 上 部 set PERE 
下部 Bee (7A BA? 下 郡 3 
金成 4~5) 
Pei HS (下部 埋 木 ! BAR? 下 郡 3 
直人 鈴 *~) ER (ARE! By? 小 
“PRS ah ey’~? zest) 
中 部 Bes (GEO Re A>) 
BRAN (HAS BACT AES 人 金澤? 
王 里 6~7) 
上 部 eile (4E48°~7) 
aR i Beles (上 部 埋 木 ! 眞 瀧 ? 十 二 
S°~") 砂層 及び 礁 層 (大 年 寺 ! 
草 鏡 場 ^ = A S~7) 
Rep Berek 
即ち こと これら の 三峰 層 は , 全部 鮮新 統 に 
属す る 瑞穂 上 部 の も の に し て , FERER 
附近 に て は 上 中 部 , 若柳 REV BE IC Ck 
FRO a, fill 間 及び 一 闘 附 近 た に て は 上 中 
PSEC BED, (RAL, HF sc RG 
82, 1~37, 1939) [渡邊 高 】 


参 @ 科 


6100, RESET REG australite の 第 三 例 
Simpson, E. S. 

1935 46 I’. Hanson Reick VY THRE 
DSA, % MES ba, HUE Tey kL OE \ FE 
Ht trie SPAAIL, tem 2.42, 重量 156 
HOvyYRARERL, 全部 均質 の 政 瑠 よ 
り 成 る 。 こ れ 1934 fF haw Cao Re bir 
L australite の 特質 に 一 致し , その 第 一 
fi] HD ¥ FHbBhlk Lake Grace te) L 
が , 今 回 の も Ol PRINS Bh Perth ic 
一 層 近 き North Cottesloe な りき (J. 
Roy. Soc. W. Austr. 25, 99~101, 


DE . 


Se 


1939 ) (HE 
6101, AFAR OME BAD Mi iciBs 
湧出 と 地質 笑 造 線 と の 開 係 た つい て 
Ny BEBE BB 0 

Sib BANS Ald HD originate する 原 
岩 種 , 地 質 時 代 の 何れ に 重き を 置く べき 
A>, ID hh gee tH +S passages が 
Sth ARERERR & Atl te S BAGRIC k S > % te 
討 せ ん と する も の に し て , 本 項 に 於 いて 
(i, HRD (ERAN THR Xe BL, KURO dh A 
LY WIA) & drat LZ KE AEA IC 
SO, RF AIM cHO WZ = WAic 
LSRO, WICH ICRA SHAB, HB 
RAEICASSL.OLL, KEO Is R 
HRS SrkicK & Batok & Ee LL 
此 に 地下 特選 水 を 混 ず る も の , Hh PY HAR 
水 を 皇 と する も の 並 た 被覆 する 水 成 岩 中 
の 地下 水 を 混 ず る 事 多 きも の と の 各種 の 
場合 より な る と 見 られ て 居る を 指摘 す 。 
(Hn 51, 460~464, 昭 14) Cini 
6102, AFRCAEPOFFUVLERS 
Bigesoty ©. s,, Urry, Wed, 

Het AEE © HE BE & REE L , 海溝 の 
BCABERE & KMD <hr & OfAic HAF Ty & 
BIER % ESAS S ANY eC ABEL Ok 
GER IS SOBREGBEY SEV, 大 西洋 
kU re SAHES (ES AY, A BAAS IC bk 
あめ て 均一 な る 知 , 特 に この 目的 に 適 す 。 
ECM AC Ra 量 を 測定 する に Ra 草 
は 深き さ に 臨 つ て 減少 する 事 な し , TOR 
(LUTE HO <tc WS, C OMB Bic 
基づい て 得 ら れ た る 結論 は (1) U OFF 
Biz Ra Ich R%eL (2) Th の 同 素 
whe- % Lonium (cig Ra と 放射 能 下 衡 


#2 10(59) 


aR MD BK 


細 50 


PURO E ICH CT HH HEF (3) Ionium と 
Ra ££ 1b YE HRY CRiz OB, 6B 
ASHE GEIL TC DAGEICHS Tid % D BNE IC 
GEE R~ ず 。 
Sci., 29, 405~410, 1939) (A AED 
6103, 温泉 の 問題 Day, A. L. 

# G42 (Yellowstone Park) jz 
泉 た に 就 い て は 1880 年 代 ょ り Hague & 
び 其 共同 研究 者 に より 極め あて 詳細 に 研究 
され た り 。 その 結果 (1) 温泉 活動 な 火 
WTS) IC BBE Ae SMR EAT. (2) HO 
rk ld BAtrkic HEF, 7k DIS St 
の な り と の 重要 な る 結論 を 得 た り 。 本地 
域 は 石 放 岩上 に 噴出 そる 流 紋 岩 より な る 
%, COWRA La, Hague Ks 


HIERABR, BER, 7 AV RO=]K | 


を な す 事 を 得 。 1925 年 以後 , Day, 
Allen, Fenner 等 た よう り 近 代 的 の 方 法 に 
ょ より 更に 研究 が 進め られ つま あり 。 その 
RHIC EY, base exchange, #4fF7k O 
UBAAS, Fe fy HIRD PoP (LS ae ME ELAS Mi 
Wb V, Ribhbimic iar 5 xXS 
KIC BIL CLA bE VS, 但し 
% DBRT ck HC PLETE OHH, OME 明 は 
ARC HLT A IR RICL HR XSL, EH 
機巧 は 次 策 た 明か に せら れつ ょ あり 。 
(Bull: Geol Soc. Am. 50, 317~336, 
1939) (AF ED 
6104, BAR th Fisis & OMAK (111) 
FH B= 

以前 た に 著 考 の 提唱 せる 新 方 法 に より, 
Sih CHWS be SHARE 2IABRL 
CTCHHICMS Ssh) fa ke HeT SBE 
Ae VS von Edtvés (ts F 0 RRE & 


(Jour. Wash. Acad. - 


(REL CHL VBARBLARS LOH 
HILMIC TO (KE AO CH PHS ERB 
た る に 良好 な る 結果 を 得 た り 。 Bullard 
が アフ リカ の Rift Valley ic CHM ze 
せる 重力 異常 より その 地下 構造 を 求め た 
り 。 有 叉 日 本 中 部 地方 の 重力 異常 と 地形 と 
OBE SRL TC, Airy HOH ROE 
TLL CH 50km を 得 , 地 方 的 補償 の 限 
KRELC-#W 80km OHMEBE Vo 
叉 貢 領 東 印 BEIC HST Meinesz が 測定 を 
る 重力 異常 と 地形 の 闘 係 よ り , 地 毅 の 厚 
さ 約 50km 地方 的 補償 の 限界 は 一 退 
60km の 面 病 な る 事 を 知れ り 。 (Bull. 
Earthq. Res. Inst. 17, 351~384, 1939) 
LATE 


6105, 日本 の 湖沼 の 凍結 た つい て EH. 


信吉 。 

北緯 35° HEL, EO AFRO WTAE RG 
洞爺 湖 , 十 和田 湖 , FSG), HSA PR, Pa 
寺 湖 を 除く る の は 尼 て 凍結 す 。 ZEED 
KOVEA XV SS (CREE UY & AE 
側 型 の 2 に 分 た る 。 前 者 は 秀明 な る 堅固 
な 氷 よ りな る も ゃ の に し て , 本 名 湖 , 興 平沼 
は 之 に 悦 す 。 RAE COKOBIE EK 
KUT, BRU PLB eR SKEOKBE 
挟 有 する も の で , TW, AN, TRI 
FLAC, な ほな 諏訪 湖 に 見 らち る ゝ 
“THE V "の 現象 に つき 許 明 せ 9 り 。 此 祭 
DWTS © wR Ke A fe] kB A FR Ae te ERR 
州 中 部 に 於 て は 1 月 2 月, 50 日 に 及 
ぶ 。 dhe Cl 150 日 を 超す も の る 移 
な ら ず 。 (Jap. Jour. Astro. Geoph. 17, 
157~160, 1939) (AAR REY 


AG Fl PS 48 -- = A tae BED i 
WA a4 一 月 一 eet 


ihn GS Se TS 
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